
 
 

 

  

令
れい

和
わ

４年
ねん

度
ど

京
きょう

都
と

市
し

障
しょう

害
がい

者
しゃ

生
せい

活
かつ

状
じょう

況
きょう

調
ちょう

査
さ

の御
ご

協
きょう

力
りょく

のお願
ねが

い 
 

時下
じ か

、皆様方
みなさまがた

におかれましては、御健勝
ごけんしょう

にてお過
す

ごしのこととお喜
よろこ

び申
もう

し上
あ

げます。 

この度
たび

、本市
ほ ん し

におきまして、平成
へいせい

２８年
ねん

以来
い ら い

、６年
ねん

ぶりに障害
しょうがい

のある市民
し み ん

の

方々
かたがた

の生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

（無記名
む き め い

）を実施
じ っ し

することといたしました。 

今回
こんかい

の調査
ちょうさ

は、皆様方
みなさまかた

が日頃
ひ ご ろ

、京都市
きょうとし

の保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

施策
せ さ く

等
とう

に対
たい

してどのような

御
ご

意
い

見
けん

をお持
も

ちで、どのような生
せい

活
かつ

をされているのかをお聞
き

きし、「障害
しょうがい

のあ

るひともないひとも、すべてのひとが違
ちが

いを認
みと

め合
あ

い、支
ささ

え合
あ

うまちづくり」

をさらに進
すす

めていくため、平
へい

成
せい

３０年
ねん

度
ど

に策
さく

定
てい

、令
れい

和
わ

２年
ねん

度
ど

に 中
ちゅう

間
かん

見
み

直
なお

しを 行
おこな

った「はぐくみ支
ささ

えあうまち・京都
きょうと

ほほえみプラン
ぷ ら ん

」の見直
み な お

しなどを検討
けんとう

する

うえでの重要
じゅうよう

な資料
しりょう

にさせていただくものです。 

なお、このたび皆様方
みなさまがた

に御回答
ごかいとう

いただいた内容
ないよう

につきましては、統計
とうけい

及
およ

び本市
ほ ん し

の施策
せ さ く

検討
けんとう

の目的
もくてき

にのみ使用
し よ う

するものであり、他
た

の目的
もくてき

に使用
し よ う

することはあり

ません。 

皆
みな

様
さま

には、調
ちょう

査
さ

の趣
しゅ

旨
し

をご理
り

解
かい

いただき、ぜひともご回答
かいとう

いただきますよう、

お願
ねが

い申
もう

し上
あ

げます。 
 

令
れい

和
わ

４年
ねん

１１月
がつ

 

京都
きょうと

市長
しちょう

  門川
かどかわ

 大作
だいさく

 



（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

  



（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

調査票
ちょうさひょう

の記入
き に ゅ う

について 
 

※ この調
ちょう

査
さ

は、令
れい

和
わ

４年
ねん

１２月
がつ

１日
ついたち

現
げん

在
ざい

の状
じょう

況
きょう

をお聞
き

かせください。 

 

◇ この調
ちょう

査
さ

票
ひょう

は、調
ちょう

査
さ

の対
たい

象
しょう

となる方
かた

ご自
じ

身
しん

で記
き

入
にゅう

してください。 

  ご自身
じ し ん

で記入
きにゅう

できない方
かた

については、ご家
か

族
ぞく

の方
かた

や介護
か い ご

をしている方
かた

、

信頼
しんらい

できる友人
ゆうじん

の方
かた

などが記入
きにゅう

を手
て

伝
つだ

ってください。 

 

◇ ご家族
か ぞ く

の方
かた

や介護
か い ご

をしている方
かた

などが記入
きにゅう

される場合
ば あ い

は、ご本
ほん

人
にん

の意見
い け ん

を聞
き

いて記
き

入
にゅう

してください。ご自
じ

身
しん

で意思
い し

表示
ひょうじ

が困難
こんなん

な場合
ば あ い

は、ご家
か

族
ぞく

の

方
かた

や介護
か い ご

をしている方
かた

などが、ご本
ほん

人
にん

の意向
い こ う

をくみ取
と

って代
か

わりに記入
きにゅう

す

ることができます。 

 

◇ 該
がい

当
とう

する項
こう

目
もく

の当
あ

てはまるものに○
まる

をつけてください。質問
しつもん

により、１つ

のみ回答
かいとう

していただくものと、複数
ふくすう

回答
かいとう

していただく場合
ば あ い

とがあります。

質問
しつもん

にしたがってお答
こた

えください。 

 

◇ 「その他
た

」を選択
せんたく

された場合
ば あ い

、（     ）内
ない

にその内容
ないよう

を具体的
ぐ た い て き

に

お書
か

きください。 

 

◇ 調査票
ちょうさひょう

への記入後
き に ゅ う ご

は、電子
で ん し

メール
め ー る

、郵送
ゆうそう

、ＦＡＸ
ふ ぁ っ く す

または持参
じ さ ん

により、

令
れい

和
わ

５年
ねん

１月
がつ

３１日
にち

までに京
きょう

都
と

市
し

保
ほ

健
けん

福
ふく

祉
し

局
きょく

障
しょう

害
がい

保
ほ

健
けん

福
ふく

祉
し

推
すい

進
しん

室
しつ

まで

御
ご

提
てい

出
しゅつ

ください。 

 

◇ この調査
ちょうさ

に関
かん

して、不明
ふ め い

な点
てん

等
とう

ありましたら、下
か

記
き

の問
とい

合
あ

せ先
さき

まで

御連絡
ご れ んら く

ください。 

  この調査
ちょうさ

に関
かん

する問
と

合
あわ

せ先
さき

 
 

京都市
き ょ う と し

保健
ほ け ん

福祉局
ふくしきょく

障害
しょうがい

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

推進室
すいしんしつ

 
 

（住
じゅう

 所
しょ

）京都市
き ょ う と し

中
なか

京
ぎょう

区
く

寺
てら

町
まち

通
どおり

御
お

池
いけ

上
あが

る上
かみ

本
ほん

能
のう

寺
じ

前
まえ

町
ちょう

４８８番地
ば ん ち

 

     京都市
き ょ う と し

役所分
やくしょぶん

庁舎
ちょうしゃ

４階
かい

 京都
きょうと

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状況
じょうきょう

調査
ちょうさ

担当
たんとう

 

（電
でん

 話
わ

）０７５－２２２－４１６１ 

（ＦＡＸ
ふ ぁ っ く す

）０７５－２５１－２９４０ 

（E-mail）syogai@city.kyoto.lg.jp 



（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

問
とい

１ 本調査
ほんちょうさ

を記入
きにゅう

した方
かた

について、当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

 

 １ 本
ほん

人
にん

（調
ちょう

査
さ

の対
たい

象
しょう

となる方
かた

）が、ご自
じ

身
しん

で記
き

入
にゅう

 

  ２ 本人
ほんにん

以外
い が い

が、本人
ほんにん

の意思
い し

を「代筆
だいひつ

」 

  ３ 本人
ほんにん

以外
い が い

が、本人
ほんにん

の意向
い こ う

をくみ取
と

って記
き

入
にゅう

 

※ 「２」または「３」と回答
かいとう

された場合
ば あ い

は、問
とい

２以降
い こ う

は、本調査票
ほんちょうさひょう

に記入
きにゅう

された方
かた

の状 況
じょうきょう

ではな

く、ご本
ほん

人
にん

（調査
ちょうさ

の対象
たいしょう

となる方
かた

）の状 況
じょうきょう

についてお答
こた

えください。 

 

 

問
とい

２ ご本
ほん

人
にん

（調査
ちょうさ

の対象
たいしょう

となる方
かた

）の年齢
ねんれい

をお答
こた

えください。 

（令
れい

和
わ

４年
ねん

（2022年
ねん

）１２月
がつ

１日
ついたち

時
じ

点
てん

の年齢
ねんれい

） 

 

 

 

 

問
とい

３ ご本
ほん

人
にん

（調査
ちょうさ

の対象
たいしょう

となる方
かた

）の性別
せいべつ

について、当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけて

ください。 

 

  １ 男性
だんせい

 

  ２ 女性
じょせい

 

  ３ その他
た

 

  ４ 答
こた

えたくない 

 

 

問
とい

４ ご本人
ほんにん

（調査
ちょうさ

の対象
たいしょう

となる方
かた

）の住
す

まいについて、当
あ

てはまるもの１つに○をつけ

てください。 

   

１  北区
き た く

      ８  南区
みなみく

 

２  上京区
かみぎょうく

     ９  右京区
うきょうく

 

３  左京区
さきょうく

     １０ 西京区
にしきょうく

 

４  中京区
なかぎょうく

     １１ 西京区
にしきょうく

（洛
らく

西
さい

） 

  ５  東山区
ひがしやまく

     １２ 伏見区
ふ し み く

 

６  山科区
やましなく

     １３ 伏見区
ふ し み く

（深
ふか

草
くさ

） 

７  下京区
しもぎょうく

     １４ 伏見区
ふ し み く

（醍醐
だ い ご

） 

 

  

歳
さい

 

1



（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

問
とい

５ 障
しょう

害
がい

者
しゃ

に関
かん

す
す

る手
て

帳
ちょう

を持
も

っていますか。当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてくださ

い。 

 

  １ 持
も

っている  ⇒  問
とい

６へ 

  ２ 持
も

っていない ⇒ （ア）もお答
こた

えください。 

 

 

（ア）【「障害者
しょうがいしゃ

に関
かん

する手
て

帳
ちょう

を持
も

っていない」と答
こた

えた方
かた

】 

障
しょう

害
がい

者
しゃ

に関
かん

する手
て

帳
ちょう

を持
も

っていない理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつ

けてください。 

 

  １ 障害
しょうがい

の種類
しゅるい

や程度
て い ど

が手帳
てちょう

の基準
きじゅん

に当
あ

てはまらないため 

  ２ 手帳
てちょう

の制度
せ い ど

や取得
しゅとく

の手続
て つ づ

きがわからないため 

  ３ 特
とく

に手帳
てちょう

がなくても困
こま

らないため 

  ４ 手帳
てちょう

を持
も

ちたくないため 

  ５ 申
しん

請
せい

の手
て

続
つづ

き中
ちゅう

のため 

  ６ その他
た

 

 

 

 

 

 

  

（「６ その他
た

」を選択
せんたく

した場合
ば あ い

、記入
きにゅう

してください。） 
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（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

問
とい

６ 身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

手
て

帳
ちょう

を持
も

っていますか。当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

 

  １ 持
も

っている  ⇒ （ア）、（イ）もお答
こた

えください。 

  ２ 持
も

っていない ⇒ 問
とい

７へ 

 

 

（ア）【「身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

を持
も

っている」と答
こた

えた方
かた

】 

  障害
しょうがい

の原因
げんいん

について、最
もっと

も当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

 

  １ 病気
びょうき

 

  ２ 事故
じ こ

・けが 

  ３ 災害
さいがい

 

  ４ 生
う

まれた時
とき

から（出生
しゅっせい

時
じ

の損傷
そんしょう

を含
ふく

む） 

  ５ 加齢
か れ い

 

  ６ その他
た

 

  ７ わからない 

 

 

 

 

 

（イ）【「身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

を持
も

っている」と答
こた

えた方
かた

】 

 身体
しんたい

障害
しょうがい

の種類
しゅるい

と等級
とうきゅう

はどのように認定
にんてい

されていますか。身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

に記載
き さ い

さ

れている総合
そうごう

判定
はんてい

の等級
とうきゅう

と、障害
しょうがい

の種類
しゅるい

ごとに該当する等級
とうきゅう

について、当
あ

てはまるも

の１つに○
まる

をつけてください。 

 また、当
あ

てはまる障害
しょうがい

の種類
しゅるい

ごとに、はじめて手帳
てちょう

が交付
こ う ふ

された年齢
ねんれい

について、ア～

エのうち、当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

※１ 手帳
てちょう

に「音声
おんせい

・言語
げ ん ご

・そしゃく機能
き の う

障害
しょうがい

」と記載
き さ い

されている場合
ば あ い

は、あなたの障害
しょうがい

が、音声
おんせい

・

言語
げ ん ご

機能
き の う

の障害
しょうがい

であるか、そしゃく機能
き の う

障害
しょうがい

であるかに応
おう

じて、どちらかを選択
せんたく

してお答
こた

えく

ださい。音声
おんせい

・言語
げ ん ご

機能
き の う

とそしゃく機能
き の う

の両方
りょうほう

に障害
しょうがい

がある場合
ば あ い

は、それぞれお答
こた

えください。 

※２ 手帳
てちょう

に「ぼうこう・直 腸
ちょくちょう

機能
き の う

障害
しょうがい

」と記載
き さ い

されている場合
ば あ い

は、あなたの障害
しょうがい

が、ぼうこう

機能
き の う

の障害
しょうがい

であるか、直 腸
ちょくちょう

機能
き の う

の障害
しょうがい

であるかに応
おう

じて、どちらかを選択
せんたく

してお答
こた

えくださ

い。ぼうこう機能
き の う

と直 腸
ちょくちょう

機能
き の う

の両方
りょうほう

に障害
しょうがい

がある場合
ば あ い

は、それぞれお答
こた

えください。 

 

  

（「６ その他
た

」を選択
せんたく

した場合
ば あ い

、記入
きにゅう

してください。） 
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（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

 

障害
しょうがい

の種別
しゅべつ

 等級
とうきゅう

 はじめて交付
こ う ふ

された年齢
ねんれい

 

総合
そうごう

判定
はんてい

 

（手帳
て ち ょ う

に記載
き さ い

された等級
とうきゅう

） 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ・ 

ア 18歳
さい

未満
み ま ん

 ウ 40～64歳
さい

 

イ 18～39歳
さい

 エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

視覚
し か く

障害
しょうがい

 １ ２ ３ ４ ５ ６ ・ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

 ウ 40～64歳
さい

 

イ 18～39歳
さい

 エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

聴覚
ちょうかく

障害
しょうがい

 ・ ２ ３ ４ ・ ６ ・ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

 ウ 40～64歳
さい

 

イ 18～39歳
さい

 エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

平衡
へいこう

機能
き の う

障害
しょうがい

 ・ ・ ３ ・ ５ ６ ・ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

 ウ 40～64歳
さい

 

イ 18～39歳
さい

 エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

音声
おんせい

・言語
げ ん ご

障害
しょうがい

（※１） ・ ・ ３ ４ ・ ・ ・ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

 ウ 40～64歳
さい

 

イ 18～39歳
さい

 エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

そしゃく機能
き の う

障害
しょうがい

（※２） ・ ・ ３ ４ ・ ・ ・ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

 ウ 40～64歳
さい

 

イ 18～39歳
さい

 エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

（上肢
じょうし

） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

 ウ 40～64歳
さい

 

イ 18～39歳
さい

 エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

（下肢
か し

） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

 ウ 40～64歳
さい

 

イ 18～39歳
さい

 エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

（体
たい

幹
かん

） １ ２ ３ ・ ５ ・ ・ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

 ウ 40～64歳
さい

 

イ 18～39歳
さい

 エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

（脳
のう

原性
げんせい

運動
うんどう

 

機能
き の う

障害
しょうがい

・上肢
じょうし

機能
き の う

障害
しょうがい

） 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

ア 18歳
さい

未満
み ま ん

 ウ 40～64歳
さい

 

イ 18～39歳
さい

 エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

（脳
のう

原性
げんせい

運動
うんどう

 

機能
き の う

障害
しょうがい

・移動
い ど う

機能
き の う

障害
しょうがい

） 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

ア 18歳
さい

未満
み ま ん

 ウ 40～64歳
さい

 

イ 18～39歳
さい

 エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

心臓
しんぞう

機能
き の う

障害
しょうがい

 １ ・ ３ ４ ・ ・ ・ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

 ウ 40～64歳
さい

 

イ 18～39歳
さい

 エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

呼吸器
こ き ゅ う き

機能
き の う

障害
しょうがい

 １ ・ ３ ４ ・ ・ ・ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

 ウ 40～64歳
さい

 

イ 18～39歳
さい

 エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

ぼうこう機能
き の う

障害
しょうがい

（※２） １ ・ ３ ４ ・ ・ ・ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

 ウ 40～64歳
さい

 

イ 18～39歳
さい

 エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

直腸
ちょくちょう

機能
き の う

障害
しょうがい

（※２） １ ・ ３ ４ ・ ・ ・ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

 ウ 40～64歳
さい

 

イ 18～39歳
さい

 エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

小腸
しょうちょう

機能
き の う

障害
しょうがい

 １ ・ ３ ４ ・ ・ ・ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

 ウ 40～64歳
さい

 

イ 18～39歳
さい

 エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

ヒト
ひ と

免疫
めんえき

不全
ふ ぜ ん

ウイルス
う い る す

による免疫
めんえき

機能
き の う

障害
しょうがい

 
１ ２ ３ ４ ・ ・ ・ 

ア 18歳
さい

未満
み ま ん

 ウ 40～64歳
さい

 

イ 18～39歳
さい

 エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

肝臓
かんぞう

機能
き の う

障害
しょうがい

 １ ２ ３ ４ ・ ・ ・ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

 ウ 40～64歳
さい

 

イ 18～39歳
さい

 エ 65歳
さい

以上
いじょう
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（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

問
とい

７ 療育
りょういく

手帳
てちょう

を持
も

っていますか。当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

 

  １ 持
も

っている  ⇒ （ア）もお答
こた

えください。 

  ２ 持
も

っていない ⇒ 問
とい

８へ 

 

 

（ア）【「療育
りょういく

手帳
てちょう

を持
も

っている」と答
こた

えた方
かた

】 

 療育
りょういく

手帳
てちょう

に記載
き さ い

されている障害
しょうがい

の程度
て い ど

について、当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけて

ください。 

また、はじめて手帳
てちょう

が交付
こ う ふ

された年齢
ねんれい

について、ア～カのうち、当
あ

てはまるもの１つに

○
まる

をつけてください。 

 

障害
しょうがい

の程度
て い ど

（等級
とうきゅう

） はじめて交付
こ う ふ

された年齢
ねんれい

 

１ 重度
じゅうど

（Ａ、Ａ１、Ａ２など） 

２ その他
た

（Ｂ、Ｂ１、Ｂ２、Ｂ３

など） 

ア ６歳
さい

未満
み ま ん

  エ 18～39歳
さい

 

イ ６～11歳
さい

  オ 40～64歳
さい

 

ウ 12～17歳
さい

  カ 65歳
さい

以上
いじょう

 

 

 

問
とい

８ 精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

を持
も

っていますか。当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてくだ

さい。 

 

  １ 持
も

っている  ⇒ （ア）もお答
こた

えください。 

  ２ 持
も

っていない ⇒ 問
とい

９へ 
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（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

（ア）【「精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

を持
も

っている」と答
こた

えた方
かた

】 

 精神
せいしん

障害
しょうがい

の種類
しゅるい

と等級
とうきゅう

はどのように判定
はんてい

されていますか。精神
せいしん

障害
しょうがい

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

に 

記載
き さ い

されている障 害
しょうがい

の種類
しゅるい

と等 級
とうきゅう

について、当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

また、当
あ

てはまる障
しょう

害
がい

の種
しゅ

類
るい

ごとに、はじめて手
て

帳
ちょう

が交
こう

付
ふ

された年
ねん

齢
れい

について、ア～

エのうち、当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 
 

障害
しょうがい

の種別
しゅべつ

 等級
とうきゅう

 はじめて交付
こ う ふ

された年齢
ねんれい

 

統合
とうごう

失調症
しっちょうしょう

 １ ２ ３ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

 ウ 40～64歳
さい

 

イ 18～39歳
さい

 エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

うつ病
びょう

 １ ２ ３ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

 ウ 40～64歳
さい

 

イ 18～39歳
さい

 エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

躁
そう

うつ病
びょう

（双
そう

極
きょく

性
せい

障
しょう

害
がい

） １ ２ ３ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

 ウ 40～64歳
さい

 

イ 18～39歳
さい

 エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

（自閉症
じへいしょう

、 

アスペルガー
あ す ぺ る が ー

症候群
しょうこうぐん

、 

注意欠陥多動
ち ゅ う い け っ か ん た ど う

性
せい

障害
しょうがい

等
など

） 

１ ２ ３ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

 ウ 40～64歳
さい

 

イ 18～39歳
さい

 エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障害
しょうがい

 １ ２ ３ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

 ウ 40～64歳
さい

 

イ 18～39歳
さい

 エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

パニック
ぱ に っ く

障害
しょうがい

・不安
ふ あ ん

障害
しょうがい

 １ ２ ３ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

 ウ 40～64歳
さい

 

イ 18～39歳
さい

 エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

強迫性
きょうはくせい

障害
しょうがい

 １ ２ ３ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

 ウ 40～64歳
さい

 

イ 18～39歳
さい

 エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

依存症
いぞんしょう

（アルコール
あ る こ ー る

、 

ギャンブル
ぎ ゃ ん ぶ る

、薬物
やくぶつ

等
とう

） 
１ ２ ３ 

ア 18歳
さい

未満
み ま ん

 ウ 40～64歳
さい

 

イ 18～39歳
さい

 エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

摂食
せっしょく

障害
しょうがい

 １ ２ ３ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

 ウ 40～64歳
さい

 

イ 18～39歳
さい

 エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

パーソナリティ
ぱ ー そ な り て ぃ

障害
しょうがい

 １ ２ ３ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

 ウ 40～64歳
さい

 

イ 18～39歳
さい

 エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

ＰＴＳＤ 

（心的
しんてき

外傷後
がいしょうご

ストレス
す と れ す

障害
しょうがい

） 
１ ２ ３ 

ア 18歳
さい

未満
み ま ん

 ウ 40～64歳
さい

 

イ 18～39歳
さい

 エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

認知症
にんちしょう

 １ ２ ３ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

 ウ 40～64歳
さい

 

イ 18～39歳
さい

 エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

性
せい

同一性
どういつせい

障害
しょうがい

 １ ２ ３ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

 ウ 40～64歳
さい

 

イ 18～39歳
さい

 エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

非器質性
ひ き し つ せ い

睡眠
すいみん

障害
しょうがい

 １ ２ ３ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

 ウ 40～64歳
さい

 

イ 18～39歳
さい

 エ 65歳
さい

以上
いじょう

 

その他
た

 １ ２ ３ 
ア 18歳

さい

未満
み ま ん

 ウ 40～64歳
さい

 

イ 18～39歳
さい

 エ 65歳
さい

以上
いじょう
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（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

問
とい

９ これまで知的
ち て き

障害
しょうがい

として判定
はんてい

・診断
しんだん

されたことはありますか。当
あ

てはまるもの１つ

に○
まる

をつけてください。 

 ※ ここでいう「知的
ち て き

障害
しょうがい

」には、高齢
こうれい

になってからの病気
びょうき

や老化
ろ う か

による知的
ち て き

な機能
き の う

の減退
げんたい

は含
ふく

まれ

ません。 

 

  １ はい 

  ２ いいえ 

 

 

問
とい

１０ これまで発達
はったつ

障害
しょうがい

と診断
しんだん

されたことはありますか。当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつ

けてください。 

 ※ 「発達
はったつ

障害
しょうがい

」とは、自閉症
じへいしょう

、アスペルガー
あ す ぺ る が ー

症候群
しょうこうぐん

その他
た

の広汎性
こうはんせい

発達
はったつ

障害
しょうがい

（自閉症
じへいしょう

スペクトラム
す ぺ く と ら む

症
しょう

：ASD）、学習
がくしゅう

障害
しょうがい

（LD）（限局性
げんきょくせい

学 習 症
がくしゅうしょう

：SLD）、注意欠陥多動
ちゅういけっかんたどう

性
せい

障害
しょうがい

（注意欠陥多動症
ちゅういけっかんたどうしょう

：ADHD）

などをいいます。 

 

  １ はい（疑
うたが

いを指摘
し て き

された場合
ば あ い

を含
ふく

む） 

  ２ いいえ 

 

 

問
とい

１１ これまで高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障害
しょうがい

として診断
しんだん

されたことはありますか。当
あ

てはまるもの１

つに○
まる

をつけてください。 

 ※ 「高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障害
しょうがい

」とは、頭部
と う ぶ

外傷
がいしょう

や脳
のう

卒中
そっちゅう

などによって、重い
お も い

意識
い し き

障害
しょうがい

に陥
おちい

るような状態
じょうたい

となり、治療
ちりょう

の後
のち

、意識
い し き

が戻
もど

り、歩行
ほ こ う

や食事
しょくじ

ができるようになり、外
がい

見上
けんじょう

は回復
かいふく

したように思
おも

える

のに、「会話
か い わ

がうまくかみ合
あ

わない」、「段取
だ ん ど

りをつけて物事
ものごと

を行
おこな

うことができない」などの症 状
しょうじょう

が現
あら

れ、周囲
しゅうい

の人
ひと

に「人
ひと

が変
か

わった」、「怠
なま

け者
もの

になった」といった印象
いんしょう

を与
あた

えるような状態
じょうたい

のこ

とです。 

 

  １ はい 

  ２ いいえ 
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（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

問
とい

１２ これまで難病
なんびょう

と診断
しんだん

されたことはありますか。当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけて

ください。 

※１ この設問
せつもん

における「難病
なんびょう

」とは、発病
はつびょう

の機構
き こ う

が明
あき

らかでなく、かつ、治療法
ちりょうほう

が確立
かくりつ

していな

い希少
きしょう

な疾病
しっぺい

であって、当該疾病
とうがいしっぺい

にかかることにより長期
ちょうき

にわたり療養
りょうよう

を必要
ひつよう

とすることとなる

疾病
しっぺい

を指
さ

します。 

※２ この設問
せつもん

における「指定
し て い

難病
なんびょう

」とは、難病
なんびょう

のうち、難病法
なんびょうほう

に基
もと

づき、医療費
い り ょう ひ

助成
じょせい

の対象
たいしょう

とな

る疾病
しっぺい

として定
さだ

められた３３８疾病
しっぺい

を指
さ

します。 

 

１ 難病
なんびょう

と診断
しんだん

されたことはない  ⇒ 問
とい

１３へ 

２ 指定
し て い

難病
なんびょう

と診断
しんだん

されたことがあり、指定
し て い

難病
なんびょう

の医療費
いりょうひ

受給者証
じゅきゅうしゃしょう

を持
も

っている 

⇒ （ア）もお答
こた

えください。 

３ 指定
し て い

難病
なんびょう

と診断
しんだん

されたことはあるが、指定
し て い

難病
なんびょう

の医療費
い りょ う ひ

受給者証
じゅきゅうしゃしょう

を持
も

っていない 

⇒ （イ）もお答
こた

えください。 

４ 以下
い か

の＜別表
べっぴょう

＞にあるいずれかの疾病
しっぺい

と診断
しんだん

されることがある。 

⇒ （ウ）もお答
こた

えください。 

５ その他
た

の難病
なんびょう

と診断
しんだん

されたことがある。 ⇒ 問
とい

１３へ 

 

 ＜別表
べっぴょう

＞ 

目
め

 
円錐
えんすい

角膜
かくまく

       加齢
か れ い

黄斑
おうはん

変性
へんせい

     サイトメガロウイルス
さ い と め が ろ う い る す

角膜内皮炎
かくまくないひえん

 

急 性
きゅうせい

網膜
もうまく

壊死
え し

     ペルーシド
ぺ る ー し ど

角膜
かくまく

辺
へん

縁
えん

変性症
へんせいしょう

 

耳
みみ

 
突発性
とっぱつせい

難聴
なんちょう

      劣性
れっせい

遺伝
い で ん

形式
けいしき

をとる遺伝性
い で ん せ い

難聴
なんちょう

 優性
ゆうせい

遺伝
い で ん

形式
けいしき

をとる遺伝性
い で ん せ い

難聴
なんちょう

 

両側性
りょうそくせい

小耳症
しょうじしょう

・外
がい

自動
じ ど う

閉鎖症
へいさしょう

 突発性
とっぱつせい

両側
りょうそく

性感音
せいかんおん

難聴
なんちょう

 

手足
て あ し

・麻痺
ま ひ

 
関節
かんせつ

リウマチ
り う ま ち

     多発性
たはつせい

軟骨性外骨腫症
なんこつせいがいこつしゅしょう

 薬剤性
やくざいせい

過敏症
かびんしょう

症候群
しょうこうぐん

 

原発性
げんぱつせい

局所
きょくしょ

多汗症
たかんしょう

   膿疱
のうほう

性
せい

乾癬
かんせん

 

消化器
しょうかき

 短腸
たんちょう

症候群
しょうこうぐん

     顕微鏡的
けんびきょうてき

大腸炎
だいちょうえん

    慢性
まんせい

膵炎
すいえん

 

呼吸器
こきゅうき

 びまん性半
せいはん

歳
さい

気管支炎
き か ん し え ん

 肥満
ひ ま ん

低換気
ていかんき

症候群
しょうこうぐん

   若年性肺気腫
じゃくねんせいはいきしゅ

 

血液
けつえき

 

アミロイドーシス
あ み ろ い ど ー し す

    骨髄
こつずい

異形成
いけいせい

症候群
しょうこうぐん

   ランゲルハンス
ら ん げ る は ん す

細胞
さいぼう

組織球症
そしきたましょう

 

骨髄線維症
こつずいせんいしょう

      ヘパリン
へ ぱ り ん

起因性
き い ん せ い

血小板
けっしょうばん

減 少 症
げんしょうしょう

 ヘモクロマトーシス
へ も く ろ ま と ー し す

 

抗
こう

リン
り ん

脂質
し し つ

抗体
こうたい

症候群
しょうこうぐん

 原発性
げんぱつせい

高脂
こ う し

血症
けっしょう

 

神経
しんけい

 急性
きゅうせい

壊死性
え し せ い

脳症
のうしょう

   汎発性
はんぱつせい

特発性
とくはつせい

骨
ほね

増 殖 症
ぞうしょくしょう

 スモン
す も ん

 

ホルモン
ほ る も ん

 
ＡＤＨ分泌

ぶんぴつ

異常症
いじょうしょう

   ＰＲＬ分泌
ぶんぴつ

亢進症
こうしんしょう

（高プロラクチン
こ う ぷ ろ ら く ち ん

血症
けっしょう

） 

ＰＳＨ分泌
ぶんぴつ

亢進症
こうしんしょう

   ゴナドトロピン
ご な ど と ろ ぴ ん

分泌
ぶんぴつ

亢進症
こうしんしょう

 成長
せいちょう

ホルモン
ほ る も ん

分泌
ぶんぴつ

亢進症
こうしんしょう

 

先天性
せんてんせい

疾患
しっかん

 
ダウン
だ う ん

症候群
しょうこうぐん

     先天性
せんてんせい

風疹
ふうしん

症候群
しょうこうぐん

   四肢
し し

形成
けいせい

不全
ふ ぜ ん

 

フォンタン
ふ ぉ ん た ん

術後
じゅつご

症候群
しょうこうぐん
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（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

 

（ア）【「２ 指定
し て い

難病
なんびょう

と診断
しんだん

されたことがあり、指定
し て い

難病
なんびょう

の医療費
いりょうひ

受給者証
じゅきゅうしゃしょう

をもって

いる」と答
こた

えた方
かた

】 

 

 医療費
いりょうひ

受給者証
じゅきゅうしゃしょう

に記載
き さ い

されている病名
びょうめい

をお答
こた

えください。 

 

 

 

 

 

（イ）【「３ 指定
し て い

難病
なんびょう

と診断
しんだん

されたことはあるが、指定
し て い

難病
なんびょう

の医療費
いりょうひ

受給者証
じゅきゅうしゃしょう

をもっ

ていない」と答
こた

えた方
かた

】 

 

 病名
びょうめい

をお答
こた

えください。 
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（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

（ウ）【「４ 以下
い か

の＜別表
べっぴょう

＞にあるいずれかの疾病
しっぺい

と診断
しんだん

されることがある。」と答
こた

えた方
かた

】 

病名
びょうめい

について、以下
い か

のア～ルのうち、当
あ

てはまるものすべてに○
まる

をつけてください。 

目
め

 

ア 円錐
えんすい

角膜
かくまく

 

イ 加齢
か れ い

黄斑
おうはん

変性
へんせい

 

ウ サイトメガロウイルス
さ い と め が ろ う い る す

角膜内皮炎
か く ま く な い ひ え ん

 

エ 急性
きゅうせい

網膜
もうまく

壊死
え し

 

オ ペルーシド
ぺ る ー し ど

角膜
かくまく

辺
へん

縁
えん

変性症
へんせいしょう

 

耳
みみ

 

カ 突発性
とっぱつせい

難聴
なんちょう

 

キ 劣性
れっせい

遺伝
い で ん

形式
けいしき

をとる遺伝性
い で ん せ い

難聴
なんちょう

 

ク 優性
ゆうせい

遺伝
い で ん

形式
けいしき

をとる遺伝性
い で ん せ い

難聴
なんちょう

 

ケ 両側性
りょうそくせい

小耳症
しょうじしょう

・外
がい

自動
じ ど う

閉鎖症
へいさしょう

 

コ 突発性
とっぱつせい

両側
りょうそく

性感音
せいかんおん

難聴
なんちょう

 

手足
て あ し

・麻痺
ま ひ

 

サ 関節
かんせつ

リウマチ
り う ま ち

 

シ 多発性
た は つ せ い

軟骨性外骨腫症
なんこつせいがいこつしゅしょう

 

ス 薬剤性
やくざいせい

過敏症
かびんしょう

症候群
しょうこうぐん

 

セ 原発性
げんぱつせい

局所
きょくしょ

多汗症
たかんしょう

 

ソ 膿疱
のうほう

性
せい

乾癬
かんせん

 

消化器
しょうかき

 

タ 短腸
たんちょう

症候群
しょうこうぐん

 

チ 顕微鏡的
け ん び き ょ う て き

大腸炎
だ い ち ょ う え ん

 

ツ 慢性
ま ん せ い

膵炎
す い え ん

 

呼吸器
こきゅうき

 

テ びまん性半
せ い は ん

歳
さ い

気管支炎
き か ん し え ん

 

ト 肥満
ひ ま ん

低換気
て い か ん き

症候群
しょうこうぐん

 

ナ 若年性肺気腫
じゃくねんせいはいきしゅ

 

血液
けつえき

 

ニ アミロイドーシス
あ み ろ い ど ー し す

 

ヌ 骨髄
こつずい

異形成
い け い せ い

症候群
しょうこうぐん

 

ネ ランゲルハンス
ら ん げ る は ん す

細胞
さいぼう

組織球症
そしきたましょう

 

ノ 骨髄線維症
こつずいせんいしょう

 

ハ ヘパリン
へ ぱ り ん

起因性
き い ん せ い

血小板
けっしょうばん

減少症
げんしょうしょう

 

ヒ ヘモクロマトーシス
へ も く ろ ま と ー し す

 

フ 抗
こう

リン
り ん

脂質
し し つ

抗体
こうたい

症候群
しょうこうぐん

 

ヘ 原発性
げんぱつせい

高脂
こ う し

血症
けっしょう

 

神経
しんけい

 

ホ 急性
きゅうせい

壊死性
え し せ い

脳症
のうしょう

 

マ 汎発性
はんぱつせい

特発性
とくはつせい

骨
ほね

増殖症
ぞうしょくしょう

 

ミ スモン
す も ん

 

ホルモン
ほ る も ん

 

ム ＡＤＨ分泌
ぶんぴつ

異常症
いじょうしょう

 

メ ＰＲＬ分泌
ぶんぴつ

亢進症
こうしんしょう

（高プロラクチン
こ う ぷ ろ ら く ち ん

血症
けっしょう

） 

モ ＰＳＨ分泌
ぶんぴつ

亢進症
こうしんしょう

 

ヤ ゴナドトロピン
ご な ど と ろ ぴ ん

分泌
ぶんぴつ

亢進症
こうしんしょう

 

ユ 成長
せいちょう

ホルモン
ほ る も ん

分泌
ぶんぴつ

亢進症
こうしんしょう

 

先天性
せんてんせい

疾患
しっかん

 

ヨ ダウン
だ う ん

症候群
しょうこうぐん

 

ラ 先天性
せんてんせい

風疹
ふうしん

症候群
しょうこうぐん

 

リ 四肢
し し

形成
けいせい

不全
ふ ぜ ん

 

ル フォンタン
ふ ぉ ん た ん

術後
じゅつご

症候群
しょうこうぐん
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（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

問
とい

１３ 医療的
いりょうてき

ケア
け あ

について、当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

※ この設問
せつもん

にいう医療的
いりょうてき

ケア
け あ

には、家族
か ぞ く

が行
おこな

うもの、公的
こうてき

な支援
し え ん

により行
おこな

われるものの両方
りょうほう

を含
ふく

みます。 

 

１ 医療的
いりょうてき

ケア
け あ

を受
う

けている  ⇒ （ア）もお答
こた

えください。 

２ 医療的
いりょうてき

ケア
け あ

を受
う

けていない ⇒ 問
とい

１４へ 

 

 

（ア）【「１ 医療的
いりょうてき

ケア
け あ

を受
う

けている」と答
こた

えた方
かた

】 

 どのような医療的
いりょうてき

ケア
け あ

を受
う

けていますか。当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

 

１ 呼吸
こきゅう

のケア
け あ

（人工
じんこう

呼吸器
こきゅうき

の管理
か ん り

、気管
き か ん

切開
せっかい

の管理
か ん り

、鼻咽腔
びいんくう

エアウェイ
え あ う ぇ い

の管理
か ん り

、酸素
さ ん そ

療法
りょうほう

、たんの吸引
きゅういん

（口
くち

鼻腔
び く う

・気
き

管内
かんない

吸引
きゅういん

）、ネプライザー
ね ぷ ら い ざ ー

の管理
か ん り

） 

２ 摂食
せっしょく

・嚥下
え ん げ

のケア
け あ

（経管
けいかん

栄養
えいよう

（胃
い

とう等
とう

の管理
か ん り

）、中心
ちゅうしん

静 脈
じょうみゃく

栄養
えいよう

） 

３ 排泄
はいせつ

のケア
け あ

（導
どう

尿
にょう

、排便
はいべん

管理
か ん り

（摘便
てきべん

、洗
せん

腸
ちょう

、浣腸
かんちょう

、消化管
しょうかかん

ストーマ
す と ー ま

等
など

）） 

４ 継続的
けいぞくてき

な透析
とうせき

（血液
けつえき

透析
とうせき

、腹膜
ふくまく

透析
とうせき

） 

５ 薬剤
やくざい

の持続
じ ぞ く

投与
と う よ

などの特別
とくべつ

な医療
いりょう

（中心
ちゅうしん

静 脈
じょうみゃく

カテーテル
か て ー て る

の管理
か ん り

、皮下
ひ か

注射
ちゅうしゃ

（インス
い ん す

リン
り ん

持続注射
ちゅうしゃ

等
とう

）、血糖
けっとう

測定
そくてい

、けいれん時
じ

の座薬
ざ や く

挿入
そうにゅう

等
とう

の処置
し ょ ち

） 

６ モニター
も に た ー

測定
そくてい

（血圧
けつあつ

、心拍
しんぱく

、酸素
さ ん そ

飽和度
ほ う わ ど

等
とう

） 

７ じょくそうの処置
し ょ ち

 

８ その他
た

 

 

 

 

 

  

（「８ その他
た

」を選択
せんたく

した場合
ば あ い

、記入
きにゅう

してください。） 
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（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

問
とい

１４ 最近
さいきん

の日常
にちじょう

生活
せいかつ

を送
おく

る上
うえ

での生活
せいかつ

のしづらさはどのようなものですか。 

①～⑬の設問
せつもん

のそれぞれに、当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 
 

① 食事
しょくじ

をする 

１ 一人
ひ と り

でできる 

２ 時間
じ か ん

をかければ一人
ひ と り

でできる 

３ 見守
み ま も

りや声
こえ

かけがあればできる 

４ 手伝
て つ だ

ってもらえばできる（一部
い ち ぶ

介助
かいじょ

が必要
ひつよう

） 

５ 自分
じ ぶ ん

ではできない（全部
ぜ ん ぶ

介助
かいじょ

が必要
ひつよう

） 

② 食事
しょくじ

の支度
し た く

や後片付
あとかたづ

けを

する 

１ 一人
ひ と り

でできる 

２ 時間
じ か ん

をかければ一人
ひ と り

でできる 

３ 見守
み ま も

りや声
こえ

かけがあればできる 

４ 手伝
て つ だ

ってもらえばできる（一部
い ち ぶ

介助
かいじょ

が必要
ひつよう

） 

５ 自分
じ ぶ ん

ではできない（全部
ぜ ん ぶ

介助
かいじょ

が必要
ひつよう

） 

６ 経験
けいけん

がない・機会
き か い

がない 

③ 衣服
い ふ く

を着
き

たり脱
ぬ

いだりす

る 

１ 一人
ひ と り

でできる 

２ 時間
じ か ん

をかければ一人
ひ と り

でできる 

３ 見守
み ま も

りや声
こえ

かけがあればできる 

４ 手伝
て つ だ

ってもらえばできる（一部
い ち ぶ

介助
かいじょ

が必要
ひつよう

） 

５ 自分
じ ぶ ん

ではできない（全部
ぜ ん ぶ

介助
かいじょ

が必要
ひつよう

） 

④ 排
はい

せつをする（トイレ
と い れ

を

使
つか

えるなど） 

１ 一人
ひ と り

でできる 

２ 時間
じ か ん

をかければ一人
ひ と り

でできる 

３ 見守
み ま も

りや声
こえ

かけがあればできる 

４ 手伝
て つ だ

ってもらえばできる（一部
い ち ぶ

介助
かいじょ

が必要
ひつよう

） 

５ 自分
じ ぶ ん

ではできない（全部
ぜ ん ぶ

介助
かいじょ

が必要
ひつよう

） 

⑤ 入浴
にゅうよく

をする 

１ 一人
ひ と り

でできる 

２ 時間
じ か ん

をかければ一人
ひ と り

でできる 

３ 見守
み ま も

りや声
こえ

かけがあればできる 

４ 手伝
て つ だ

ってもらえばできる（一部
い ち ぶ

介助
かいじょ

が必要
ひつよう

） 

５ 自分
じ ぶ ん

ではできない（全部
ぜ ん ぶ

介助
かいじょ

が必要
ひつよう

） 

⑥ 家
いえ

の中
なか

を移動
い ど う

する 

１ 一人
ひ と り

でできる 

２ 時間
じ か ん

をかければ一人
ひ と り

でできる 

３ 見守
み ま も

りや声
こえ

かけがあればできる 

４ 手伝
て つ だ

ってもらえばできる（一部
い ち ぶ

介助
かいじょ

が必要
ひつよう

） 

５ 自分
じ ぶ ん

ではできない（全部
ぜ ん ぶ

介助
かいじょ

が必要
ひつよう

） 

⑦ 身
み

の回
まわ

りの掃
そう

除
じ

、整
せい

理
り

整
せい

頓
とん

をする 

１ 一人
ひ と り

でできる 

２ 時間
じ か ん

をかければ一人
ひ と り

でできる 

３ 見守
み ま も

りや声
こえ

かけがあればできる 

４ 手伝
て つ だ

ってもらえばできる（一部
い ち ぶ

介助
かいじょ

が必要
ひつよう

） 

５ 自分
じ ぶ ん

ではできない（全部
ぜ ん ぶ

介助
かいじょ

が必要
ひつよう

） 

６ 経験
けいけん

がない・機会
き か い

がない 
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（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

⑧ 洗濯
せんたく

をする 

１ 一人
ひ と り

でできる 

２ 時間
じ か ん

をかければ一人
ひ と り

でできる 

３ 見守
み ま も

りや声
こえ

かけがあればできる 

４ 手伝
て つ だ

ってもらえばできる（一部
い ち ぶ

介助
かいじょ

が必要
ひつよう

） 

５ 自分
じ ぶ ん

ではできない（全部
ぜ ん ぶ

介助
かいじょ

が必要
ひつよう

） 

６ 経験
けいけん

がない・機会
き か い

がない 

⑨ 買
か

い物
もの

をする 

１ 一人
ひ と り

でできる 

２ 時間
じ か ん

をかければ一人
ひ と り

でできる 

３ 見守
み ま も

りや声
こえ

かけがあればできる 

４ 手伝
て つ だ

ってもらえばできる（一部
い ち ぶ

介助
かいじょ

が必要
ひつよう

） 

５ 自分
じ ぶ ん

ではできない（全部
ぜ ん ぶ

介助
かいじょ

が必要
ひつよう

） 

６ 経験
けいけん

がない・機会
き か い

がない 

⑩ お金
かね

の管理
か ん り

をする 

１ 一人
ひ と り

でできる 

２ 時間
じ か ん

をかければ一人
ひ と り

でできる 

３ 見守
み ま も

りや声
こえ

かけがあればできる 

４ 手伝
て つ だ

ってもらえばできる（一部
い ち ぶ

介助
かいじょ

が必要
ひつよう

） 

５ 自分
じ ぶ ん

ではできない（全部
ぜ ん ぶ

介助
かいじょ

が必要
ひつよう

） 

６ 経験
けいけん

がない・機会
き か い

がない 

⑪ 薬
くすり

の管理
か ん り

をする 

１ 一人
ひ と り

でできる 

２ 時間
じ か ん

をかければ一人
ひ と り

でできる 

３ 見守
み ま も

りや声
こえ

かけがあればできる 

４ 手伝
て つ だ

ってもらえばできる（一部
い ち ぶ

介助
かいじょ

が必要
ひつよう

） 

５ 自分
じ ぶ ん

ではできない（全部
ぜ ん ぶ

介助
かいじょ

が必要
ひつよう

） 

６ 経験
けいけん

がない・機会
き か い

がない 

⑫ 自分
じ ぶ ん

の意思
い し

を伝
つた

える 

１ 一人
ひ と り

でできる 

２ 時間
じ か ん

をかければ一人
ひ と り

でできる 

３ 見守
み ま も

りや声
こえ

かけがあればできる 

４ 手伝
て つ だ

ってもらえばできる（一部
い ち ぶ

介助
かいじょ

が必要
ひつよう

） 

５ 自分
じ ぶ ん

ではできない（全部
ぜ ん ぶ

介助
かいじょ

が必要
ひつよう

） 

⑬ 相手
あ い て

の意思
い し

を理解
り か い

する 

１ 一人
ひ と り

でできる 

２ 時間
じ か ん

をかければ一人
ひ と り

でできる 

３ 見守
み ま も

りや声
こえ

かけがあればできる 

４ 手伝
て つ だ

ってもらえばできる（一部
い ち ぶ

介助
かいじょ

が必要
ひつよう

） 

５ 理解
り か い

することができない（全部
ぜ ん ぶ

介助
かいじょ

が必要
ひつよう

） 
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（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

問
とい

１５ あなた（調査
ちょうさ

の対象
たいしょう

となる方
かた

）の障害
しょうがい

や心身
しんしん

の不調
ふちょう

による生活
せいかつ

のしづらさを

日常的
にちじょうてき

に支
ささ

えている（介護
か い ご

、医療的
いりょうてき

ケア
け あ

、意思
い し

疎通
そ つ う

の支援
し え ん

等
とう

）主
おも

な支援者
しえんしゃ

は誰
だれ

です

か。当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

 

 １ 家族
か ぞ く

・親戚
しんせき

  ⇒ （ア）もお答
こた

えください。 

 ２ 知人
ち じ ん

、友人
ゆうじん

（近所
きんじょ

の人
ひと

や職場
しょくば

の同僚
どうりょう

等
とう

を含
ふく

む） 

 ３ 福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

事業所
じぎょうしょ

や福祉
ふ く し

施設
し せ つ

の職員
しょくいん

 

 ４ 学校
がっこう

、幼稚園
ようちえん

、保育
ほ い く

園
えん

の先生
せんせい

 

 ５ 障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

、患者会
かんじゃかい

、家族会
かぞくかい

           ⇒ 問
とい

１６へ 

 ６ 有償
ゆうしょう

ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

 

 ７ その他
た

 

 ８ 日
にち

常
じょう

的
てき

に支
ささ

えている支
し

援
えん

者
しゃ

は特
とく

にいない 

 

 

 

 

 

（ア）【「１ 家族
か ぞ く

・親戚
しんせき

」と答
こた

えた方
かた

】 

家族
か ぞ く

・親戚
しんせき

の詳細
しょうさい

について、①～③のそれぞれの設問
せつもん

について、お答
こた

えください。 

 

 ① 主
おも

な支援者
しえんしゃ

について、当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

 

１ 親
おや

 

  ２ 配偶者
はいぐうしゃ

 

  ３ 兄弟
きょうだい

・姉妹
し ま い

 

  ４ 子
こ

 

  ５ その他
た

（いとこ、孫
まご

など） 

 

② 主
おも

な支援者
しえんしゃ

の年齢
ねんれい

について、当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

 

 １ ２０歳
さい

未満
み ま ん

 

 ２ ２０歳代
さいだい

 

 ３ ３０歳代
さいだい

 

 ４ ４０歳代
さいだい

 

 ５ ５０歳代
さいだい

 

 ６ ６０歳代
さいだい

 

 ７ ７０歳
さい

以上
いじょう

 

 

（「７ その他
た

」を選択
せんたく

した場合
ば あ い

、記入
きにゅう

してください。） 
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（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

③ 主
おも

な支援者
しえんしゃ

の方
かた

が万一
まんいち

急 病
きゅうびょう

、事故
じ こ

、出産
しゅっさん

などのため、一時的
いちじてき

に支援
し え ん

ができなくな

った場合
ば あ い

、どうすることにしていますか。当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

 

 １ 同居
どうきょ

している家族
か ぞ く

などに頼
たの

む 

 ２ 親
しん

戚
せき

・知
し

り合
あ

いの人
ひと

に頼
たの

む 

 ３ 近所
きんじょ

の人
ひと

に頼
たの

む 

 ４ ホームヘルパー
ほ ー む へ る ぱ ー

に頼
たの

む 

 ５ 施設
し せ つ

などに一時的
いちじてき

に依頼
い ら い

する（ショートステイ
し ょ ー と す て い

など） 

 ６ 障害者
しょうがいしゃ

地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

などの相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

に相談
そうだん

する 

 ７ 通所
つうしょ

している施設
し せ つ

に相談
そうだん

する 

 ８ 区
く

役所
やくしょ

のケースワーカー
け ー す わ ー か ー

・保健師
ほ け ん し

等
とう

に相談
そうだん

する 

 ９ その他
た

 

 １０ 考
かんが

えていない・決
き

まっていない 

 

 

 

 

 

 

 

（「９ その他
た

」を選択
せんたく

した場合
ば あ い

、記入
きにゅう

してください。） 
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（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

問
とい

１６ 最近
さいきん

の外出
がいしゅつ

の頻度
ひ ん ど

はどの程度
て い ど

ですか。当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

 

  １ １日
にち

に１回
かい

程度
て い ど

 

  ２ ２～３日
にち

に１回
かい

程度
て い ど

 

  ３ １週間
しゅうかん

に１回
かい

程度
て い ど

 

  ４ ２週間
しゅうかん

に１回
かい

程度
て い ど

 

  ５ １箇月
か げ つ

に１回
かい

程度
て い ど

 

  ６ ２～３箇月
か げ つ

に１回
かい

程度
て い ど

 

  ７ 半年
はんとし

に１回
かい

程度
て い ど

 

  ８ ほとんど外出
がいしゅつ

しない 

 

 

問
とい

１７ 日中
にっちゅう

はどのように過
す

ごしていることが多
おお

いですか。 最
もっと

も当
あ

てはまるもの１つに

○
まる

をつけてください。 

 ※ あなた（調査
ちょうさ

の対象
たいしょう

となる方
かた

）の平均的
へいきんてき

な１週
しゅう

間
かん

の過
すご

ごし方
かた

の中
なか

で、最
もっと

も多
おお

くの時間
じ か ん

を当
あ

てて

いるものを選択
せんたく

してください。 

例
たと

えば、週
しゅう

４回
かい

学
がっ

校
こう

へ行き
い き

、週
しゅう

１回
かい

は学校
がっこう

を休
やす

み通
つう

院
いん

している場合
ば あ い

は、「２ 教育
きょういく

・保育
ほ い く

・療育
りょういく

を受
う

けている」をお答
こた

えください。 

 

  １ 仕事
し ご と

をしている            ⇒ （ア）もお答
こた

えください。 

  ２ 教育
きょういく

・保育
ほ い く

・療育
りょういく

を受
う

けている（幼稚園
ようちえん

・保育
ほ い く

園
えん

・小中学校
しょうちゅうがっこう

・高校
こうこう

・大学
だいがく

・

大学院
だいがくいん

・専門
せんもん

学校
がっこう

・塾
じゅく

等
とう

を含
ふく

む）     ⇒ （イ）もお答
こた

えください。 

 ３ 仕事
し ご と

や教育
きょういく

・保育
ほ い く

以外
い が い

の活動
かつどう

をしている ⇒ （ウ）もお答
こた

えください。 

 

 

（ア）【「１ 仕事
し ご と

をしている」と答
こた

えた方
かた

】 

  仕事
し ご と

の詳細
しょうさい

について、当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

 

  １ 一般
いっぱん

雇用
こ よ う

／正職員
せいしょくいん

 

  ２ 一般
いっぱん

雇用
こ よ う

／正職員
せいしょくいん

以外
い が い

（アルバイト
あ る ば い と

、パート
ぱ ー と

、契約
けいやく

職員
しょくいん

、日
ひ

雇
やと

い等
とう

） 

  ３ 障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

（障
しょう

害
がい

者
しゃ

向
む

け求
きゅう

人
じん

に応募
お う ぼ

した方
ほう

）／正職員
せいしょくいん

 

  ４ 障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

（障
しょう

害
がい

者
しゃ

向
む

け求
きゅう

人
じん

に応募
お う ぼ

した方
ほう

）／正職員
せいしょくいん

以外
い が い

（アルバイト
あ る ば い と

、パート
ぱ ー と

、

契約
けいやく

職員
しょくいん

、日
ひ

雇
やと

い等
とう

） 

  ５ 自
じ

営
えい

業
ぎょう

（家
いえ

の仕
し

事
ごと

の手
て

伝
つだ

いを含
ふく

む） 

  ６ 就
しゅう

労
ろう

継
けい

続
ぞく

支
し

援
えん

Ａ型
がた

 

  ７ 就
しゅう

労
ろう

継
けい

続
ぞく

支
し

援
えん

Ｂ型
がた
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（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

（イ）【「２ 教育
きょういく

・保育
ほ い く

・療育
りょういく

を受
う

けている」と答
こた

えた方
かた

】 

 教育
きょういく

・保育
ほ い く

・療育
りょういく

の詳細
しょうさい

について、当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

 

１ 児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

のみを利用
り よ う

している 

            ⇒ （Ａ）もお答
こた

えください。 

２ 幼稚園
ようちえん

・保育
ほ い く

園
えん

等
とう

に通園
つうえん

している 

３ 特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

（小学部
しょうがくぶ

、中学部
ちゅうがくぶ

、高等部
こうとうぶ

）に在籍
ざいせき

している 

            ⇒ （Ｂ）もお答
こた

えください。 

４ 育成
いくせい

学級
がっきゅう

（小中学校
しょうちゅうがっこう

において障害
しょうがい

の種別
しゅべつ

毎
ごと

に編成
へんせい

された学級
がっきゅう

）に通学
つうがく

している 

            ⇒ （Ｂ）もお答
こた

えください。 

５ その他
た

の特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

を受
う

けている（通級
つうきゅう

による指導
し ど う

等
とう

） 

            ⇒ （Ｂ）もお答
こた

えください。 

６ 一般
いっぱん

の学校
がっこう

（小中学校
しょうちゅうがっこう

・高校
こうこう

・専修
せんしゅう

学校
がっこう

）に通学
つうがく

している 

            ⇒ （Ｂ）もお答
こた

えください。 

７ 大学
だいがく

・大学院
だいがくいん

に通学
つうがく

している 

 

 

（Ａ）【「１ 児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

のみを利用
り よ う

している」と答
こた

えた方
かた

】 

   児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

の利用
り よ う

状 況
じょうきょう

について、最
もっと

も近
ちか

いもの１つに○
まる

をつけてください。 

 

  １ 週
しゅう

１日
にち

未
み

満
まん

利
り

用
よう

している 

  ２ 週
しゅう

１日
にち

利
り

用
よう

している 

  ３ 週
しゅう

２～４日
にち

利
り

用
よう

している 

  ４ 週
しゅう

５日
にち

以
い

上
じょう

利
り

用
よう

している 

 

 

（Ｂ）【「３～６」と答
こた

えた方
かた

（就学児
しゅうがくじ

の方
かた

）】 

   あなた（調査
ちょうさ

の対象
たいしょう

となる方
かた

）が他
ほか

に利用
り よ う

している子
こ

育
そだ

て関
かん

連
れん

の事業
じぎょう

について、当
あ

てはまるものすべてに○
まる

をつけてください。 

 

  １ 児童館
じどうかん

・学童
がくどう

クラブ
く ら ぶ

等
とう

を利用
り よ う

している 

  ２ 学習
がくしゅう

塾
じゅく

等
とう

を利用
り よ う

している 

  ３ その他
た

の習
なら

い事
ごと

（運動
うんどう

・音楽
おんがく

・芸術
げいじゅつ

など）を利用
り よ う

している 

  ４ 特
とく

に利
り

用
よう

している子
こ

育
そだ

て関
かん

連
れん

の事
じ

業
ぎょう

はない 
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（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

（ウ）【「３ 仕事
し ご と

や教育
きょういく

・保育
ほ い く

以外
い が い

の活動
かつどう

をしている」と答
こた

えた方
かた

】 

  過
す

ごし方
かた

の詳
しょう

細
さい

について、当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

 

１ 主
おも

に障害者
しょうがいしゃ

・障害児向
しょうがいじむ

け 施
しせつ

設の通所
つうしょ

サービス
さ ー び す

（就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

、地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

等
とう

）を利用
り よ う

して外
そと

で過
す

ごしている 

２ 主
おも

に病院
びょういん

・介護
か い ご

施設
し せ つ

の通所
つうしょ

サービス
さ ー び す

（リハビリ
り は び り

、デイケア
で い け あ

、デイサービス
で い さ ー び す

等
とう

）を

利用
り よ う

して外
そと

で過
す

ごしている 

３ その他
た

の活動
かつどう

（ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

活動
かつどう

、農作業
のうさぎょう

、カラオケ
か ら お け

、ゲートボール
げ ー と ぼ ー る

、その他
た

の趣味
し ゅ み

活動
かつどう

等
とう

）をして外
そと

で過
す

ごしている 

４ 主
おも

に家
いえ

で過
す

ごしている（家事
か じ

、育児
い く じ

、介護
か い ご

等
とう

をしている場合
ば あ い

を含
ふく

む） 
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（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

問
とい

１８ あなた（調査
ちょうさ

の対象
たいしょう

となる方
かた

）のお住
す

まいの種類
しゅるい

について、当
あ

てはまるもの１つ

に○
まる

をつけてください。 

※ 「福
ふく

祉
し

サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

付
つ

き住
じゅう

宅
たく

」とは、福祉
ふ く し

ホーム
ほ ー む

の他
ほか

、介護
か い ご

保険
ほ け ん

による認知症
にんちしょう

対応型
たいおうがた

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

を含
ふく

みます。 

 

１ 一
いっ

戸
こ

建
だ

て
て

／持
も

ち家
いえ

 

  ２ 一
いっ

戸
こ

建
だ

て／賃貸
ちんたい

・給与
きゅうよ

住宅
じゅうたく

（社員寮
しゃいんりょう

等
とう

） 

  ３ 共
きょう

同
どう

住
じゅう

宅
たく

（マ
ま

ン
ん

シ
し

ョ
ょ

ン
ん

、ア
あ

パ
ぱ

ー
ー

ト
と

等
とう

）／持
も

ち家
いえ

 

  ４ 共同
きょうどう

住宅
じゅうたく

（マンション
ま ん し ょ ん

、アパート
あ ぱ ー と

等
とう

）／賃貸
ちんたい

・給与
きゅうよ

住宅
じゅうたく

（社員寮
しゃいんりょう

等
とう

） 

  ５ 共同
きょうどう

住宅
じゅうたく

（マンション
ま ん し ょ ん

、アパート
あ ぱ ー と

等
とう

）／公営
こうえい

住宅
じゅうたく

 

  ６ 借
しゃく

間
ま

（部
へ

屋
や

を借
か

りての下
げ

宿
しゅく

） 

  ７ 障害者
しょうがいしゃ

のグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

 

  ８ 福祉
ふ く し

サービス付き
さ ー び す つ き

の住宅
じゅうたく

（障害者
しょうがいしゃ

のグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

を除
のぞ

く） 

  ９ その他
た

 

 

 

 

 

 

問
とい

１９ あなた（調査
ちょうさ

の対象
たいしょう

となる方
かた

）と普段
ふ だ ん

、住居
じゅうきょ

と生計
せいけい

を共
とも

にしている方
かた

（同一
どういつ

世帯
せ た い

の方
かた

）はいますか。当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

※ 普段
ふ だ ん

、住居
じゅうきょ

と生計
せいけい

を共
とも

にしている方
かた

（同一
どういつ

世帯
せ た い

の方
かた

）には、旅行
りょこう

や出 張
しゅっちょう

などで一時的
い ち じて き

（３箇
か

月
げつ

以
い

内
ない

）に自宅
じ た く

を離
はな

れている人
ひと

や船員
せんいん

など就 業
しゅうぎょう

場所
ば し ょ

を移動
い ど う

する人
ひと

も含
ふく

みます。 

また、病院
びょういん

・診療所
しんりょうじょ

に入院
にゅういん

している人
ひと

も含
ふく

みますが、住民
じゅうみん

登録
とうろく

を病院
びょういん

・診療所
しんりょうじょ

に移
うつ

している

人
ひと

は除
のぞ

きます。さらに、単身
たんしん

赴任
ふ に ん

や学業
がくぎょう

で世帯
せ た い

を離
はな

れている人
ひと

、老人
ろうじん

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

などの社会
しゃかい

福祉
ふ く し

施設
し せ つ

に入所
にゅうしょ

している人
ひと

も除
のぞ

きます。 

 

１ いる        ⇒ （ア）もお答
こた

えください。 

２ いない（単独
たんどく

世帯
せ た い

） ⇒ 問
とい

２０へ 

 

 

（ア）【「住居
じゅうきょ

と生計
せいけい

を共
とも

にしている方
かた

（同一
どういつ

世帯
せ た い

の方
かた

）がいる」と答
こた

えた方
かた

】 

  同一
どういつ

世帯
せ た い

に含
ふく

まれる方
かた

について、当
あ

てはまるものすべてに○
まる

をつけてください。 

 

  １ 親
おや

 

  ２ 配偶者
はいぐうしゃ

 

  ３ 兄弟
きょうだい

・姉妹
し ま い

 

  ４ 子
こ

・孫
まご

 

  ５ その他
た

の家族
か ぞ く

・親戚
しんせき

 

  ６ パートナー
ぱ ー と な ー

（友人
ゆうじん

や恋人
こいびと

） 

（「９ その他
た

」を選択
せんたく

した場合
ば あ い

、記入
きにゅう

してください。） 
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（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

問
とい

２０ 一
ひと

月
つき

当
あ

たりの平
へい

均
きん

的
てき

な世
せ

帯
たい

収
しゅう

入
にゅう

はいくらですか。①～⑤の設問
せつもん

にそれぞれ当
あ

て

はまるもの１つに○
まる

をつけてください。 
※ 住民税

じゅうみんぜい

や所得税
し ょ と く ぜ い

、社会
し ゃ か い

保険料
ほ け ん り ょ う

を差
さ

し引
ひ

かれている場合
ば あ い

、差
さ

し引
ひ

かれる前
ま え

の金額
き ん が く

をお答
こ た

えください。 

※ 宝
たから

くじの当選
と う せ ん

など、突発的
と っ ぱ つ て き

な所得
し ょ と く

は除
のぞ

きます。 

① 収 入
しゅうにゅう

の総額
そうがく

 

１ ０円
え ん

 

２ １円
え ん

以上
い じ ょ う

３万円
ま ん え ん

未満
み ま ん

 

３ ３万円
ま ん え ん

以上
い じ ょ う

８万円
ま ん え ん

未満
み ま ん

 

４ ８万円
ま ん え ん

以上
い じ ょ う

１５万円
ま ん え ん

未満
み ま ん

 

５ １５万円
ま ん え ん

以上
い じ ょ う

２５万円
ま ん え ん

未満
み ま ん

 

６ ２５万円
ま ん え ん

以上
い じ ょ う

４０万円
ま ん え ん

未満
み ま ん

 

７ ４０万円
ま ん え ん

以上
い じ ょ う

６０万円
ま ん え ん

未満
み ま ん

 

８ ６０万円
ま ん え ん

以上
い じ ょ う

９０万円
ま ん え ん

未満
み ま ん

 

９ ９０万円
ま ん え ん

以上
い じ ょ う

 

② 働
はたら

いて得
え

た収
しゅう

入
にゅう

 

１ ０円
え ん

 

２ １円
え ん

以上
い じ ょ う

３万円
ま ん え ん

未満
み ま ん

 

３ ３万円
ま ん え ん

以上
い じ ょ う

８万円
ま ん え ん

未満
み ま ん

 

４ ８万円
ま ん え ん

以上
い じ ょ う

１５万円
ま ん え ん

未満
み ま ん

 

５ １５万円
ま ん え ん

以上
い じ ょ う

２５万円
ま ん え ん

未満
み ま ん

 

６ ２５万円
ま ん え ん

以上
い じ ょ う

４０万円
ま ん え ん

未満
み ま ん

 

７ ４０万円
ま ん え ん

以上
い じ ょ う

６０万円
ま ん え ん

未満
み ま ん

 

８ ６０万円
ま ん え ん

以上
い じ ょ う

９０万円
ま ん え ん

未満
み ま ん

 

９ ９０万円
ま ん え ん

以上
い じ ょ う

 

③ 社会
しゃかい

保障
ほしょう

給付
きゅうふ

金
きん

による収 入
しゅうにゅう

 

・公的
こ う て き

年金
ね ん き ん

（国民
こ く み ん

年金
ね ん き ん

、障害者
しょうがいしゃ

年金
ね ん き ん

など） 

・公的
こ う て き

手当
て あ て

（児童
じ ど う

手当
て あ て

、児童
じ ど う

扶養
ふ よ う

手当
て あ て

、特別
と く べ つ

児童
じ ど う

扶養
ふ よ う

手当
て あ て

、障害児
し ょ う が い じ

福祉
ふ く し

手当
て あ て

、特別
と く べ つ

障害者
しょうがいしゃ

手当
て あ て

など） 

・生活
せ い か つ

保護
ほ ご

による扶助
ふ じ ょ

 

・雇用
こ よ う

保険
ほ け ん

（失業
しつぎょう

等
と う

給付
き ゅ う ふ

金
き ん

など） 

・その他
た

の公的
こ う て き

な給付
き ゅ う ふ

金
き ん

（恩給
おんきゅう

、医療
い り ょ う

保険
ほ け ん

による

傷病
しょうびょう

手当金
て あ て き ん

など） 

１ ０円
え ん

 

２ １円
え ん

以上
い じ ょ う

３万円
ま ん え ん

未満
み ま ん

 

３ ３万円
ま ん え ん

以上
い じ ょ う

８万円
ま ん え ん

未満
み ま ん

 

４ ８万円
ま ん え ん

以上
い じ ょ う

１５万円
ま ん え ん

未満
み ま ん

 

５ １５万円
ま ん え ん

以上
い じ ょ う

２５万円
ま ん え ん

未満
み ま ん

 

６ ２５万円
ま ん え ん

以上
い じ ょ う

４０万円
ま ん え ん

未満
み ま ん

 

７ ４０万円
ま ん え ん

以上
い じ ょ う

６０万円
ま ん え ん

未満
み ま ん

 

８ ６０万円
ま ん え ん

以上
い じ ょ う

９０万円
ま ん え ん

未満
み ま ん

 

９ ９０万円
ま ん え ん

以上
い じ ょ う

 

④ 仕
し

送
おく

りによる収 入
しゅうにゅう

 

１ ０円
え ん

 

２ １円
え ん

以上
い じ ょ う

３万円
ま ん え ん

未満
み ま ん

 

３ ３万円
ま ん え ん

以上
い じ ょ う

８万円
ま ん え ん

未満
み ま ん

 

４ ８万円
ま ん え ん

以上
い じ ょ う

１５万円
ま ん え ん

未満
み ま ん

 

５ １５万円
ま ん え ん

以上
い じ ょ う

２５万円
ま ん え ん

未満
み ま ん

 

６ ２５万円
ま ん え ん

以上
い じ ょ う

４０万円
ま ん え ん

未満
み ま ん

 

７ ４０万円
ま ん え ん

以上
い じ ょ う

６０万円
ま ん え ん

未満
み ま ん

 

８ ６０万円
ま ん え ん

以上
い じ ょ う

９０万円
ま ん え ん

未満
み ま ん

 

９ ９０万円
ま ん え ん

以上
い じ ょ う

 

⑤ その他
た

の収 入
しゅうにゅう

 

１ ０円
え ん

 

２ １円
え ん

以上
い じ ょ う

３万円
ま ん え ん

未満
み ま ん

 

３ ３万円
ま ん え ん

以上
い じ ょ う

８万円
ま ん え ん

未満
み ま ん

 

４ ８万円
ま ん え ん

以上
い じ ょ う

１５万円
ま ん え ん

未満
み ま ん

 

５ １５万円
ま ん え ん

以上
い じ ょ う

２５万円
ま ん え ん

未満
み ま ん

 

６ ２５万円
ま ん え ん

以上
い じ ょ う

４０万円
ま ん え ん

未満
み ま ん

 

７ ４０万円
ま ん え ん

以上
い じ ょ う

６０万円
ま ん え ん

未満
み ま ん

 

８ ６０万円
ま ん え ん

以上
い じ ょ う

９０万円
ま ん え ん

未満
み ま ん

 

９ ９０万円
ま ん え ん

以上
い じ ょ う
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（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

問
とい

２１ 生活
せいかつ

保護
ほ ご

の受給
じゅきゅう

状
じょう

況
きょう

及
およ

び住民税
じゅうみんぜい

、所得税
しょとくぜい

の課税
か ぜ い

状 況
じょうきょう

について、①～③のそ

れぞれの設問
せつもん

について、当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

 

   【あたな（調
ちょう

査
さ

の対
たい

象
しょう

となる方
かた

）が１８歳
さい

以
い

上
じょう

の場
ば

合
あい

】 

    あなた本人
ほんにん

の状 況
じょうきょう

をお答
こた

えください。 

 

   【あなた（調
ちょう

査
さ

の対
たい

象
しょう

となる方
かた

）が１８歳
さい

未満
み ま ん

の場合
ば あ い

】 

    あなたの世帯
せ た い

主
ぬし

の状 況
じょうきょう

をお答
こた

えください。 

 

① 生活
せいかつ

保護
ほ ご

 
１ 受給

じゅきゅう

している 

２ 受給
じゅきゅう

していない 

② 住民税
じゅうみんぜい

 
１ 課税

か ぜ い

 

２ 非課税
ひ か ぜ い

 

③ 所得税
しょとくぜい

 
１ 課税

か ぜ い

 

２ 非課税
ひ か ぜ い
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（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

 

問
とい

２２ 身体
しんたい

の機能
き の う

を 補
おぎな

うための用具
よ う ぐ

のうち、日常的
にちじょうてき

に利用
り よ う

するものがあるか、当
あ

ては

まるもの１つに○
まる

をつけてください。 

※ 公的
こうてき

に支給
しきゅう

されたもの、自費
じ ひ

で購入
こうにゅう

したもの、両方
りょうほう

を含
ふく

みます。 

 

 １ 利用
り よ う

している  ⇒ （ア）もお答
こた

えください。 

 ２ 利用
り よ う

していない ⇒ （イ）もお答
こた

えください。 

 

 

（ア）【「１ 利用
り よ う

している」と答
こた

えた方
かた

】 

 利用
り よ う

している用具
よ う ぐ

の詳細
しょうさい

について、当
あ

てはまるものすべてに○
まる

をつけてください。 

  

１ 補聴器
ほちょうき

 

２ 人工
じんこう

内耳
な い じ

 

３ 重度
じゅうど

障害者用
しょうがいしゃよう

意思
い し

伝達
でんたつ

装置
そ う ち

 

４ 白
はく

杖
じょう

 

５ 遮光
しゃこう

眼鏡
め が ね

・弱視用
じゃくしよう

眼鏡
がんきょう

 

６ 義肢
ぎ し

（義手
ぎ し ゅ

・義足
ぎ そ く

）・装具
そ う ぐ

 

７ 歩行器
ほ こ う き

・歩行
ほ こ う

補助
ほ じ ょ

杖
づえ

 

８ 車
くるま

いす・電動車
でんどうくるま

いす・座位
ざ い

保持
ほ じ

装置
そ う ち

 

９ その他
た

 

 

 

 

 

 

（イ）【「２ 利用
り よ う

していない」と答
こた

えた方
かた

】 

  利用
り よ う

していない理由
り ゆ う

について、当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

 

  １ 利用
り よ う

する必要
ひつよう

がないため 

  ２ 利
り

用
よう

したいが、助成
じょせい

制度
せ い ど

の対象
たいしょう

ではないため 

  ３ 利用
り よ う

したいが、希望
き ぼ う

する機能
き の う

が得
え

られないため 

  ４ その他
た

 

 

 

 

 

  

（「９ その他
た

」を選択
せんたく

した場合
ば あ い

、記入
きにゅう

してください。） 

（「４ その他
た

」を選択
せんたく

した場合
ば あ い

、記入
きにゅう

してください。） 
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（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

問
とい

２３ 他人
た に ん

との意思
い し

疎通
そ つ う

を支援
し え ん

するための手段
しゅだん

・機器
き き

・サービス
さ ー び す

等
とう

のうち、日常的
にちじょうてき

に利用
り よ う

するものがあるか、当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

※ 公的
こうてき

に支給
しきゅう

されたもの、自費
じ ひ

で購入
こうにゅう

したもの、両方
りょうほう

を含
ふく

みます。 

 

１ 利用
り よ う

している  ⇒ （ア）もお答
こた

えください。 

  ２ 利用
り よ う

していない ⇒ （イ）もお答
こた

えください。 

 

 

（ア）【「１ 利用
り よ う

している」と答
こた

えた方
かた

】 

利用
り よ う

している手段
しゅだん

・機器
き き

・サービス
さ ー び す

等
とう

の詳細
しょうさい

について、①～③のそれぞれの設問
せつもん

につ

いて、当
あ

てはまるものすべてに○
まる

をつけてください。 

 

 ① 見
み

えづらさがある方
かた

 
 

  １ 点字
て ん じ

・点字
て ん じ

タイプライター
た い ぷ ら い た ー

・点字
て ん じ

ディスプレイ
で ぃ す ぷ れ い

・点字盤
てんじばん

 

２ 指
ゆび

点字
て ん じ

 

３ 触 手 話
しょくしゅはなし

 

４ 読
よみ

上
あ

げ機
き

能
のう

付
つ

き機
き

器
き

 

５ 拡大
かくだい

読書器
どくしょき

 

６ その他
た

 

 

 

 

 

 

 ② 聞
き

こえづらさがある方
かた

 
 

１ 手話
し ゅ わ

・手話
し ゅ わ

通訳
つうやく

（派遣
は け ん

、遠隔
えんかく

サービス
さ ー び す

含
ふく

む） 

２ 筆談
ひつだん

・要約
ようやく

筆記
ひ っ き

（派遣
は け ん

、遠隔
えんかく

サービス
さ ー び す

含
ふく

む） 

３ 読
どく

話
わ

・口話
こ う わ

 

４ 電話
で ん わ

リレーサービス
り れ ー さ ー び す

 

５ 補聴器
ほちょうき

補助
ほ じ ょ

システム
し す て む

（ヒアリングループ
ひ あ り ん ぐ る ー ぷ

、会議用拡聴器
かいぎようかくちょうき

、Ｍリンク
り ん く

） 

６ その他
た

 

 

 

 

 

  

（「６ その他
た

」を選択
せんたく

した場合
ば あ い

、記入
きにゅう

してください。） 

（「６ その他
た

」を選択
せんたく

した場合
ば あ い

、記入
きにゅう

してください。） 
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（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

 

 ③ 伝
つた

えづらさがある方
かた

 
 

  １ 筆談器
ひつだんき

 

  ２ 人工
じんこう

喉頭
こうとう

 

  ３ コミュニケーションボード
み ゅ に け ー し ょ ん ぼ ー ど

（絵
え

・カード
か ー ど

等
など

） 

  ４ その他
た

 

 

 

 

 

 

 

（イ）【「２ 利用
り よ う

していない」と答
こた

えた方
かた

】 

 利用
り よ う

していない理由
り ゆ う

について、当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

 

  １ 必要
ひつよう

がないため 

  ２ 利用
り よ う

したいが、助成
じょせい

制度
せ い ど

の対象
たいしょう

ではないため 

  ３ 利用
り よ う

したいが、サービス
さ ー び す

事業所
じぎょうしょ

・提供者
ていきょうしゃ

がなく、利用
り よ う

できないため 

  ４ その他
た

 

 

 

 

 

 

  

（「４ その他
た

」を選択
せんたく

した場合
ば あ い

、記入
きにゅう

してください。） 

（「４ その他
た

」を選択
せんたく

した場合
ば あ い

、記入
きにゅう

してください。） 
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（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

問
とい

２４ あなた（調査
ちょうさ

の対象
たいしょう

となる方
かた

）は、日常的
にちじょうてき

にどのような方法
ほうほう

により福祉
ふ く し

に関
かん

す

る情
じょう

報
ほう

を入手
にゅうしゅ

していますか。当
あ

てはまるものすべてに○
まる

をつけてください。 

 

１ テレビ
て れ び

（一般
いっぱん

放送
ほうそう

） 

  ２ 一般
いっぱん

図書
と し ょ

・新聞
しんぶん

（ちらしを含
ふく

む）・雑誌
ざ っ し

 

  ３ ラジオ
ら じ お

 

  ４ 電話
で ん わ

（携帯
けいたい

電話
で ん わ

・スマートフォン
す ま ー と ふ ぉ ん

） 

  ５ インターネット
い ん た ー ね っ と

（パソコン
ぱ そ こ ん

・タブレット
た ぶ れ っ と

端末
たんまつ

等
とう

） 

  ６ 手話
し ゅ わ

放送
ほうそう

・文字
も じ

放送
ほうそう

 

  ７ 録音
ろくおん

図書
と し ょ

・デイジー
で い じ ー

 

  ８ 点字
て ん じ

図書
と し ょ

・点字
て ん じ

資料
しりょう

 

  ９ 家族
か ぞ く

・友人
ゆうじん

・介助者
かいじょしゃ

 

  １０ その他
た

 

  １１ 情報
じょうほう

を入手
にゅうしゅ

していない 

 

 

 

 

 

 

 

  

（「１０ その他
た

」を選択
せんたく

した場合
ば あ い

、記入
きにゅう

してください。） 
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（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

問
とい

２５ 介護
か い ご

保険
ほ け ん

の要介護
ようかいご

・要支援
ようしえん

の認定
にんてい

を受
う

けていますか。当
あ

てはまるもの１つに○
まる

を

つけてください。 

 

  １ 要介護
ようかいご

の認定
にんてい

を受
う

けている ⇒ （ア）もお答
こた

えください。 

  ２ 要支援
ようしえん

の認定
にんてい

を受
う

けている ⇒ （イ）もお答
こた

えください。 

  ３ 要介護
ようかいご

または要支援
ようしえん

の認定
にんてい

を受
う

けていない（４０歳
さい

未満
み ま ん

の方
かた

含
ふく

む） 

                 ⇒ 問
とい

２６へ 

 

（ア）【「１ 要介護
ようかいご

の認定
にんてい

を受
う

けている」と答
こた

えた方
かた

】 

 要介護度
よ う か い ご ど

について、当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

 

１ 要介護
ようかいご

１ 

２ 要介護
ようかいご

２ 

３ 要介護
ようかいご

３ 

４ 要介護
ようかいご

４ 

５ 要介護
ようかいご

５（介
かい

護
ご

を必
ひつ

要
よう

とする度
ど

合
あ

いが最
もっと

も高
たか

い） 

 

（イ）【「２ 要支援
ようしえん

の認定
にんてい

を受
う

けている」と答
こた

えた方
かた

】 

 要支援度
よ う し え ん ど

について、当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

 

  １ 要支援
ようしえん

１ 

  ２ 要支援
ようしえん

２ 

 

 

問
とい

２６ 障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

の利用
り よ う

状 況
じょうきょう

について、当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてください。  

※ 「障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

」とは、障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
し え んほ う

に基
もと

づき提
てい

供
きょう

される障害者
しょうがいしゃ

・障害児向け
し ょ う が い じ む け

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

及び
お よ び

児童
じ ど う

福祉法
ふ く しほ う

に基づき
も と づ き

提供
ていきょう

される障害児向け
し ょ う が い じ む け

の福祉
ふ く し

サービスを指
さ

します。 

※ 「障害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

」とは、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

の支給
しきゅう

の決定
けってい

において活用
かつよう

される、必要
ひつよう

とされる

標 準 的
ひょうじゅんてき

な支援
し え ん

の度
ど

合
あ

いを総合的
そうごうてき

に示
しめ

す指
し

標
ひょう

であり、障
しょう

害
がい

者
しゃ

手
て

帳
ちょう

の「等
とう

級
きゅう

」とは異
こと

なります。 

 

 １ 障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

を利用
り よ う

しており、障害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

の認定
にんてい

を受
う

けている 

                      ⇒ （ア）、（イ）もお答
こた

えください。 

 ２ 障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

を利用
り よ う

しているが、障害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

の認定
にんてい

は受
う

けていない（18歳
さい

未満
み ま ん

を含
ふく

む）             ⇒ （イ）もお答
こた

えください。 

 ３ 障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

を利用
り よ う

しているが、障害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

の認定
にんてい

状 況
じょうきょう

はわからない 

                      ⇒ （イ）もお答
こた

えください。 

  ４ 障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

を利用
り よ う

していない  ⇒ （ウ）もお答
こた

えください。 
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（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

（ア）【「１ 障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

を利用
り よ う

しており、障害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

の認定
にんてい

を受
う

けている」と

答
こた

えた方
かた

】 

 障害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

について、当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

※ お持
も

ちの障害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

認定
にんてい

証明書
しょうめいしょ

に記載
き さ い

されている内容
ないよう

や、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

受給者証
じゅきゅうしゃしょう

に

記載
き さ い

されている障害
しょうがい

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

の内容
ないよう

を転記
て ん き

してください。 

 

  １ 区分
く ぶ ん

１ 

  ２ 区分
く ぶ ん

２ 

  ３ 区分
く ぶ ん

３ 

  ４ 区分
く ぶ ん

４ 

  ５ 区分
く ぶ ん

５ 

  ６ 区分
く ぶ ん

６（支援
し え ん

を必要
ひつよう

とする度合
ど あ

いが最
もっと

も高
たか

い） 

 

  

27



（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

（イ）【障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

を利用
り よ う

している方
かた

（１、２または３と答
こた

えた方
かた

）】 

 利用
り よ う

している障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

の種類
しゅるい

について、当
あ

てはまるものすべてに○
まる

をつけてください。 

※ お持
も

ちの障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

受給者証
じゅきゅうしゃしょう

に記載
き さ い

されているサービス
さ ー び す

種別
しゅべつ

の内容
ないよう

を転記
て ん き

してください。  

訪問
ほうもん

系
けい

支援
し え ん

 

ア 居宅
きょたく

介護
か い ご

（ホームヘルプ
ほ ー む へ る ぷ

） 

イ 重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

 

ウ 重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

包括
ほうかつ

支援
し え ん

 

通所
つうしょ

系
けい

支援
し え ん

 エ 生活
せいかつ

介護
か い ご

 

入所
にゅうしょ

系
けい

支援
し え ん

 

オ 短期
た ん き

入所
にゅうしょ

（ショートステイ
し ょ ー と す て い

） 

カ 療養
りょうよう

介護
か い ご

 

キ 施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

 

外出
がいしゅつ

支援
し え ん

 

ク 同行
どうこう

援護
え ん ご

 

ケ 行動
こうどう

援護
え ん ご

 

コ 移動
い ど う

支援
し え ん

 

訓練
くんれん

・就労
しゅうろう

支援
し え ん

 

サ 就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

Ａ型
がた

 

シ 就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

Ｂ型
がた

 

ス 就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

 

セ 就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん

 

ソ 自立
じ り つ

訓練
くんれん

（機能
き の う

訓練
くんれん

、生活
せいかつ

訓練
くんれん

、宿泊型
しゅくはくがた

自立
じ り つ

訓練
くんれん

） 

住居
じゅうきょ

支援
し え ん

 

タ 日中
にっちゅう

サービス
さ ー び す

支援型
し え ん が た

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

 

チ 介護
か い ご

包括型
ほうかつがた

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

 

ツ 外部
が い ぶ

サービス
さ ー び す

利用型
り よ う が た

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

 

テ サテライト型
さ て ら い と が た

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

 

障害児
しょうがいじ

支援
し え ん

 

ト 居宅
きょたく

訪問型
ほうもんがた

児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

 

ナ 保育所
ほ い く し ょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

 

ニ 放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス
で い さ ー び す

 

ヌ 児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

 

ネ 障害児
しょうがいじ

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

 

ノ 障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

支援
し え ん

 

相談
そうだん

支援
し え ん

 

ハ 計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

 

ヒ 自立
じ り つ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 

フ 地域
ち い き

移行
い こ う

支援
し え ん

 

ヘ 地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

 

医療費
いりょうひ

支援
し え ん

 
ホ 自立

じ り つ

支援
し え ん

医療
いりょう

（育成
いくせい

医療
いりょう

、更生
こうせい

医療
いりょう

、精神
せいしん

通院
つういん

医療
いりょう

） 

マ 重度
じゅうど

心身
しんしん

障害者
しょうがいしゃ

医療費
い り ょ う ひ

助成
じょせい

制度
せ い ど

 

福祉
ふ く し

用具
よ う ぐ

 
ミ 補

ほ

装具
そ う ぐ

 

ム 日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
よ う ぐ

 

その他
た

 

メ 意思
い し

疎通
そ つ う

支援
し え ん

 

モ 成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

 

ヤ 地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

 

ユ その他
た

 

 

 
（「ユ その他

た

」を選択
せんたく

した場合
ば あ い

、記入
きにゅう

してください。） 
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（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

（ウ）【「４ 障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

を利用
り よ う

していない」と答
こた

えた方
かた

】 

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

の利用
り よ う

の希望
き ぼ う

について、当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

 

  １ 希望
き ぼ う

していない（利用
り よ う

の必要
ひつよう

がない場合
ば あ い

を含
ふく

む） 

  ２ 希望
き ぼ う

しているが、利用
り よ う

の基準
きじゅん

にあてはまらず利用
り よ う

できない 

  ３ 希望
き ぼ う

しているが、利用
り よ う

の手続
て つ づ

きが分
わ

からず利用
り よ う

できない 

  ４ 希望
き ぼ う

しているが、サービス
さ ー び す

事業所
じぎょうしょ

・提供者
ていきょうしゃ

がなく、利用
り よ う

できない 

  ５ その他
た

 

 

 

 

 

 

  

（「５ その他
た

」を選択
せんたく

した場合
ば あ い

、記入
きにゅう

してください。） 
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（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

問
とい

２７ 今後
こ ん ご

利用
り よ う

したい（又
また

は利用
り よ う

回数
かいすう

を増
ふ

やしたい）障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

の種類
しゅるい

について、

当
あ

てはまるものすべてに○
まる

をつけてください。 

訪問
ほうもん

系
けい

支援
し え ん

 

ア 居宅
きょたく

介護
か い ご

（ホームヘルプ
ほ ー む へ る ぷ

） 

イ 重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

 

ウ 重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

包括
ほうかつ

支援
し え ん

 

通所
つうしょ

系
けい

支援
し え ん

 エ 生活
せいかつ

介護
か い ご

 

入所
にゅうしょ

系
けい

支援
し え ん

 

オ 短期
た ん き

入所
にゅうしょ

（ショートステイ
し ょ ー と す て い

） 

カ 療養
りょうよう

介護
か い ご

 

キ 施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

 

外出
がいしゅつ

支援
し え ん

 

ク 同行
どうこう

援護
え ん ご

 

ケ 行動
こうどう

援護
え ん ご

 

コ 移動
い ど う

支援
し え ん

 

訓練
くんれん

・就労
しゅうろう

支援
し え ん

 

サ 就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

Ａ型
がた

 

シ 就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

Ｂ型
がた

 

ス 就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

 

セ 就労
しゅうろう

定着
ていちゃく

支援
し え ん

 

ソ 自立
じ り つ

訓練
くんれん

（機能
き の う

訓練
くんれん

、生活
せいかつ

訓練
くんれん

、宿泊型
しゅくはくがた

自立
じ り つ

訓練
くんれん

） 

住居
じゅうきょ

支援
し え ん

 タ グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

 

障害児
しょうがいじ

支援
し え ん

 

チ 居宅
きょたく

訪問型
ほうもんがた

児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

 

ツ 保育所
ほ い く し ょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

 

テ 放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス
で い さ ー び す

 

ト 児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

 

ナ 障害児
しょうがいじ

入所
にゅうしょ

支援
し え ん

 

ニ 障害児
しょうがいじ

相談
そうだん

支援
し え ん

 

相談
そうだん

支援
し え ん

 

ヌ 計画
けいかく

相談
そうだん

支援
し え ん

 

ネ 自立
じ り つ

生活
せいかつ

援助
えんじょ

 

ノ 地域
ち い き

移行
い こ う

支援
し え ん

 

ハ 地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

 

医療費
いりょうひ

支援
し え ん

 
ヒ 自立

じ り つ

支援
し え ん

医療
いりょう

（育成
いくせい

医療
いりょう

、更生
こうせい

医療
いりょう

、精神
せいしん

通院
つういん

医療
いりょう

） 

フ 重度
じゅうど

心身
しんしん

障害者
しょうがいしゃ

医療費
い り ょ う ひ

助成
じょせい

制度
せ い ど

 

福祉
ふ く し

用具
よ う ぐ

 
ヘ 補

ほ

装具
そ う ぐ

 

ホ 日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
よ う ぐ

 

その他
た

 

マ 意思
い し

疎通
そ つ う

支援
し え ん

 

ミ 成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

 

ム 地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

 

メ その他
た

 

モ 今後
ご

利用
り よ う

したい（利用
り よ う

回数
かいすう

を増
ふ

やしたい）障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

は特
とく

にない 

 

  
（「メ その他

た

」を選択
せんたく

した場合
ば あ い

、記入
きにゅう

してください。） 
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（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

問
とい

２８ あなた（調査
ちょうさ

の対象
たいしょう

となる方
かた

）が、特
とく

に必要
ひつよう

と感
かん

じている支援
し え ん

はどのようなこと

ですか。下記
か き

の１～３６までのうち、主
おも

なものを７つまで○
まる

をつけてください。 

医療
いりょう

・リハビリ
り は び り

 

１ 身近
み ぢ か

な医療
いりょう

機関
き か ん

に通院
つういん

して医療
いりょう

を受
う

けること 

２ 在宅
ざいたく

で訪問
ほうもん

診療
しんりょう

・訪問
ほうもん

看護
か ん ご

を受
う

けること 

３ 専門性
せんもんせい

の高い
た か い

医療
いりょう

を受
う

けること 

４ 医療費
い り ょ う ひ

の負担
ふ た ん

軽減
けいげん

 

５ 障害
しょうがい

の進行
しんこう

・二次
に じ

障害
しょうがい

を予防
よ ぼ う

すること 

６ リハビリ
り は び り

・自立
じ り つ

訓練
くんれん

を受
う

けること 

教育
きょういく

・保育
ほ い く

 

７ 障害
しょうがい

の早期
そ う き

発見
はっけん

・早期
そ う き

療育
りょういく

のための支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

（啓発
けいはつ

・広報
こうほう

活動
かつどう

を含
ふく

む） 

８ 保育
ほ い く

施設
し せ つ

の充実
じゅうじつ

 

９ 特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

の充実
じゅうじつ

 

１０ 合理的
ご う り て き

な配慮
はいりょ

がなされた学業
がくぎょう

の場
ば

の確保
か く ほ

 

就労
しゅうろう

 
１１ 仕事

し ご と

につくこと・続
つづ

けることを容易
よ う い

にする制度
せ い ど

の充実
じゅうじつ

 

１２ 合理的
ご う り て き

配慮
はいりょ

がなされた働
はたら

く場
ば

または活動
かつどう

の場
ば

の確保
か く ほ

 

家族
か ぞ く

への支援
し え ん

 

１３ 障害
しょうがい

がある人
ひと

の家族
か ぞ く

に対
たい

する支
しえん

援 事
じぎょう

業（休息
きゅうそく

のための一時
い ち じ

入所
にゅうしょ

（レスパイトケア
れ す ぱ い と け あ

）等
とう

） 

１４ 支援
し え ん

指導
し ど う

、相談
そうだん

等
とう

 

配慮
はいりょ

・人権
じんけん

 
１５ 障害者

しょうがいしゃ

への理解
り か い

を深
ふか

めるための教育
きょういく

・機会
き か い

の充実
じゅうじつ

 

１６ 障害
しょうがい

のある人
ひと

の権利
け ん り

や人権
じんけん

を守
まも

るための支援
し え ん

 

社会
しゃかい

参加
さ ん か

 

１７ 外出
がいしゅつ

・移動
い ど う

の支援
し え ん

 

１８ スポーツ
す ぽ ー つ

、レクリエーション
れ く り え ー し ょ ん

、文化
ぶ ん か

活動
かつどう

に対
たい

する援助 

１９ 地域
ち い き

の人々
ひとびと

との交流
こうりゅう

機会
き か い

の拡大
かくだい

 

２０ 道路
ど う ろ

、交通
こうつう

機関
き か ん

、公共
こうきょう

施設
し せ つ

等
とう

を利用
り よ う

しやすくすること（バリアフリー
ば り あ ふ り ー

等
など

） 

２１ 障害
しょうがい

に配慮
はいりょ

した情報
じょうほう

媒体
ばいたい

の充実
じゅうじつ

（点字
て ん じ

図書
と し ょ

、録音
ろくおん

図書
と し ょ

、手話
し ゅ わ

放送
ほうそう

、字幕
じ ま く

放送
ほうそう

、ルビ
る び

、電子
で ん し

図書
と し ょ

等
など

） 

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

 

２２ 入所
にゅうしょ

サービス
さ ー び す

の利用
り よ う

 

２３ 通所
つうしょ

サービス
さ ー び す

（デイサービス
で い さ ー び す

等
とう

）の利用
り よ う

 

２４ 訪問
ほうもん

サービス
さ ー び す

（ホームヘルプ
ほ ー む へ る ぷ

等
とう

）の利用
り よ う

 

２５ 意思
い し

疎通
そ つ う

支援
し え ん

サービス
さ ー び す

の利用
り よ う

 

福祉
ふ く し

用具
よ う ぐ

 
２６ 質

しつ

の高い
た か い

補
ほ

装具
そ う ぐ

の装用
そうよう

 

２７ 日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
よ う ぐ

を利用
り よ う

するための支援
し え ん

を受
う

けること 

住
す

まい 
２８ 障害

しょうがい

のある人
ひと

に適
てき

した住
じゅう

宅
たく

の確保
か く ほ

 

２９ 自宅
じ た く

の改修
かいしゅう

 

経済的
けいざいてき

支援
し え ん

 
３０ 手当

て あ て

・年金
ねんきん

・助成金
じょせいきん

等
とう

の経済的
けいざいてき

援助
えんじょ

の充実
じゅうじつ

 

３１ 障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

の利用者
り よ う し ゃ

負担
ふ た ん

の軽減
けいげん

 

災害
さいがい

 ３２ 災害
さいがい

時
じ

、緊急
きんきゅう

時
じ

の情報
じょうほう

提供
ていきょう

、通信
つうしん

体制
たいせい

、避難
ひ な ん

誘導
ゆうどう

対策
たいさく

の充実
じゅうじつ

 

相談
そうだん

 ３３ 相談
そうだん

対応
たいおう

等
とう

の充実
じゅうじつ

 

その他
た

 

３４ 親
おや

亡
な

き後
あと

の生活
せいかつ

支援
し え ん

 

３５ 除雪
じょせつ

・草刈
く さ か

り等の支援
し え ん

 

３６ その他
た

 

 
（「３６ その他

た

」を選択
せんたく

した場合
ば あ い

、記入
きにゅう

してください。） 
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（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

問
とい

２９ 現在
げんざい

、収 入
しゅうにゅう

を得
え

る仕
し

事
ごと

をしていますか。また、今後
こ ん ご

、収 入
しゅうにゅう

を得
え

る仕
し

事
ごと

につく

ことについてどのように考
かんが

えていますか。当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてくださ

い。 

 ※ 収 入
しゅうにゅう

を得
え

る仕
し

事
ごと

とは正職員
せいしょくいん

、正職員
せいしょくいん

以外
い が い

（アルバイト
あ る ば い と

、パート
ぱ ー と

、契約
けいやく

職員
しょくいん

、日雇い
ひ や と い

等
とう

）、就
しゅう

労
ろう

継
けい

続
ぞく

支
し

援
えん

Ａ型
がた

、就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

Ｂ型
がた

での雇用
こ よ う

、自営業
じえいぎょう

（家
いえ

の仕事
し ご と

の手
て

伝
つだ

いを含
ふく

む）を指
さ

します。 

 

  １ 現在
げんざい

、収 入
しゅうにゅう

を得
え

る仕事
し ご と

をしている             

⇒ （ア）もお答
こた

えください。 

  ２ 現在
げんざい

、収 入
しゅうにゅう

を得
え

る仕事
し ご と

をしていない（就 学 中
しゅうがくちゅう

の場合
ば あ い

を除
のぞ

く） 

⇒ （イ）もお答
こた

えください。 

  ３ 現在
げんざい

、就 学 中
しゅうがくちゅう

または未就学児
みしゅうがくじ

であり、収 入
しゅうにゅう

を得
え

る仕事
し ご と

をしていない 

     ⇒ （ウ）もお答
こた

えください。 

 

 

（ア）【「１ 現在
げんざい

、収 入
しゅうにゅう

を得
え

る仕事
し ご と

をしている」と答
こた

えた方
かた

】 

 仕事
し ご と

の継続
けいぞく

の希望
き ぼ う

について、当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

 

  １ 現在
げんざい

の仕事
し ご と

を継続
けいぞく

したい 

  ２ 現在
げんざい

の仕事
し ご と

以外
い が い

の収 入
しゅうにゅう

を得
え

る仕事
し ご と

を継続
けいぞく

したい 

  ３ 仕事
し ご と

を継続
けいぞく

したくない 

 

 

（イ）【「２ 現在
げんざい

、収 入
しゅうにゅう

を得
え

る仕事
し ご と

をしていない」と答
こた

えた方
かた

】 

 今後
こ ん ご

の希望
き ぼ う

について、当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

 

  １ 今後
こ ん ご

、収 入
しゅうにゅう

を得
え

る仕事
し ご と

をしたい   ⇒ （Ａ）もお答
こた

えください。 

  ２ 今後
こ ん ご

、収 入
しゅうにゅう

を得
え

る仕事
し ご と

をしたくない ⇒ （Ｃ）もお答
こた

えください。 

  ３ 今後
こ ん ご

のことはわからない 

 

 

（ウ）【「３ 現在
げんざい

、就 学 中
しゅうがくちゅう

または未就学児
みしゅうがくじ

であり、収 入
しゅうにゅう

を得
え

る仕事
し ご と

をしていない」と

答
こた

えた方
かた

】 

 今後
こ ん ご

の希望
き ぼ う

について、当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

 

 １ 卒業後
そつぎょうご

、収 入
しゅうにゅう

を得
え

る仕
し

事
ごと

をしたい 

 ２ 卒業後
そつぎょうご

、収 入
しゅうにゅう

を得
え

る仕
し

事
ごと

をしたくない ⇒ （Ｃ）もお答
こた

えください。 

 ３ 今後
こ ん ご

のことはわからない 
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（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

（Ａ）【（イ）で「１ 今後
こ ん ご

、収 入
しゅうにゅう

を得
え

る仕事
し ご と

をしたい」と答
こた

えた方
かた

】 

  どのような雇用
こ よ う

形態
けいたい

等
とう

を希望
き ぼ う

していますか。当
あ

てはまるものすべてに○
まる

をつけてくだ

さい。 

 

 １ 正職員
せいしょくいん

 ⇒ （Ｂ）もお答
こた

えください。 

 ２ 正職員
せいしょくいん

以外
い が い

（アルバイト
あ る ば い と

、パート
ぱ ー と

、契約
けいやく

職員
しょくいん

、日雇
ひ や と

い等
とう

） 

        ⇒ （Ｂ）もお答
こた

えください。 

 ３ 自営業
じえいぎょう

（家
いえ

の仕事
し ご と

の手伝
て つ だ

いを含
ふく

む） 

 ４ 就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

Ａ型
がた

 

 

 

（Ｂ）【（Ａ）で「１ 正職員
せいしょくいん

」または、「２ 正職員
せいしょくいん

以外
い が い

（アルバイト
あ る ば い と

、パート
ぱ ー と

、契約
けいやく

職員
しょくいん

、

日雇
ひ や と

い等
とう

）」と答
こた

えた方
かた

】 

  障害者向
しょうがいしゃむ

け求人
きゅうじん

に応募
お う ぼ

したいですか。当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

 

 １ 障害者向
しょうがいしゃむ

け求人
きゅうじん

に応募
お う ぼ

したい 

  ２ 障害者向
しょうがいしゃむ

け求人
きゅうじん

に応募
お う ぼ

したくない 

 

 

（Ｃ）【（イ）または（ウ）で「２ 収 入
しゅうにゅう

を得
え

る仕事
し ご と

をしたくない」と答
こた

えた方
かた

】 

  理由
り ゆ う

について、当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

 

１ 体力
たいりょく

の面
めん

で不安
ふ あ ん

がある 

  ２ 人間
にんげん

関係
かんけい

で不安
ふ あ ん

がある 

  ３ やりたい仕事
し ご と

がない 

  ４ 他
ほか

にやりたいことがある 

  ５ その他
た

 

 

 

 

 

 

  

（「５ その他
た

」を選択
せんたく

した場合
ば あ い

、記入
きにゅう

してください。） 
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（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

問
とい

３０ あなた（調査
ちょうさ

の対象
たいしょう

となる方
かた

）が継続的
けいぞくてき

に収 入
しゅうにゅう

を得
え

る仕
し

事
ごと

をするために必要
ひつよう

と

感
かん

じていることは何
なん

ですか。最
もっと

も当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

 ※ 就 学 中
しゅうがくちゅう

の方
かた

の場合
ば あ い

、将来
しょうらい

仕事
し ご と

に就
つ

く上
うえ

で必要
ひつよう

と感
かん

じることを記載
き さ い

してください。 

 

１ 通勤
つうきん

の手段
しゅだん

の確保
か く ほ

（通勤
つうきん

に福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

を使
つか

えること等
とう

） 

  ２ ヘルパー
へ る ぱ ー

利用
り よ う

（通勤
つうきん

時
じ

や通勤中
つうきんちゅう

） 

  ３ 職場
しょくば

の環境
かんきょう

整備
せ い び

（バリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

を含
ふく

む） 

  ４ 柔軟
じゅうなん

な勤務
き ん む

体制
たいせい

 

  ５ 在宅
ざいたく

勤務
き ん む

 

  ６ 職場
しょくば

に障害
しょうがい

に対
たい

する理
り

解
かい

があること 

  ７ 必要
ひつよう

な時
とき

に通院
つういん

できること 

  ８ 就労後
しゅうろうご

の支援
し え ん

機関
き か ん

による支援
し え ん

（相談
そうだん

対応
たいおう

、支援
し え ん

等
とう

） 

  ９ その他
た

 

  １０ 特
とく

に必要
ひつよう

なことはない 

 

 

 

 

 

 

（「９ その他
た

」を選択
せんたく

した場合
ば あ い

、記入
きにゅう

してください。） 
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（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

問
とい

３１ あなた（調査
ちょうさ

の対象
たいしょう

となる方
かた

）が医療
いりょう

（通院
つういん

、在宅
ざいたく

医療
いりょう

、定期
て い き

入院
にゅういん

等
とう

）を受
う

ける

頻
ひん

度
ど

は、平均
へいきん

するとどれくらいになりますか。①と②の設問
せつもん

それぞれについて、当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

 ※ 在宅
ざいたく

医療
いりょう

に往診
おうしん

は含みます
ふ く み ま す

が、訪問
ほうもん

看護
か ん ご

、訪問
ほうもん

介護
か い ご

は含
ふく

みません。 

 

① あなたの生活
せいかつ

のしづらさの直接
ちょくせつ

の

原因
げんいん

となっている障害
しょうがい

、病気
びょうき

、けが等
とう

のための通院
つういん

や在宅
ざいたく

医療
いりょう

（往診
おうしん

） 

１ 毎日
まいにち

 

２ ２～３日
にち

に１回
かい

程
てい

度
ど

 

３ １週
しゅう

に１回
かい

程
てい

度
ど

 

４ ２週
しゅう

に１回
かい

程
てい

度
ど

 

５ １箇月
か げ つ

に１回
かい

程
てい

度
ど

 

６ ２～３箇月
か げ つ

に１回
かい

程
てい

度
ど

 

７ 半年
はんとし

に１回
かい

程
てい

度
ど

 

８ １年
ねん

に１回
かい

程
てい

度
ど

 

９ 医療
いりょう

機関
き か ん

にかかっていない 

②  あなたの生活
せいかつ

のしづらさとは

直接的
ちょくせつてき

に関連
かんれん

のない通院
つういん

等
とう

 

１ 毎日
まいにち

 

２ ２～３日
にち

に１回
かい

程
てい

度
ど

 

３ １週
しゅう

に１回
かい

程
てい

度
ど

 

４ ２週
しゅう

に１回
かい

程
てい

度
ど

 

５ １箇月
か げ つ

に１回
かい

程
てい

度
ど

 

６ ２～３箇月
か げ つ

に１回
かい

程
てい

度
ど

 

７ 半年
はんとし

に１回
かい

程
てい

度
ど

 

８ １年
ねん

に１回
かい

程
てい

度
ど

 

９ 医療
いりょう

機関
き か ん

にかかっていない 

 

 

問
とい

３２ １箇
か

月
げつ

当
あ

たりの医療費
いりょうひ

の自己
じ こ

負担
ふ た ん

は、平均
へいきん

するとどれくらいになりますか。当
あ

て

はまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

 ※ 公的
こうてき

医療費
い り ょう ひ

助成
じょせい

や高額
こうがく

医療費
い り ょう ひ

を受けた
う け た

後
あと

に必要
ひつよう

となる自己
じ こ

負担分
ふ た んぶ ん

についてお答
こた

えください。 

 ※ あなたの生活
せいかつ

のしづらさの直接
ちょくせつ

の原因
げんいん

となっている障害
しょうがい

、病気
びょうき

、けが等
とう

のための医療
いりょう

、あなた

の生活
せいかつ

のしづらさに直接
ちょくせつ

関連
かんれん

のない医療
いりょう

を両
りょう

方
ほう

含
ふく

めた 金
きんがく

額をお答
こた

えください。 

 ※ 定期的
て い きて き

に入院
にゅういん

している場合
ば あ い

は、それも含
ふく

みます。 

 

  １ ０円
えん

（生活
せいかつ

保護
ほ ご

の医療
いりょう

扶助
ふ じ ょ

等
など

で自己
じ こ

負担
ふ た ん

が全額
ぜんがく

免除
めんじょ

されている場合
ば あ い

等
とう

） 

  ２ １円
えん

以
い

上
じょう

３千
せん

円
えん

未
み

満
まん

 

  ３ ３千
せん

円
えん

以
い

上
じょう

１万
まん

円
えん

未
み

満
まん

 

  ４ １万
まん

円
えん

以
い

上
じょう

３万
まん

円
えん

未
み

満
まん

 

  ５ ３万
まん

円
えん

以
い

上
じょう

６万
まん

円
えん

未
み

満
まん

 

  ６ ６万円
まんえん

以上
いじょう
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（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

問
とい

３３ マ
ま

イ
い

ナ
な

ン
ん

バ
ば

ー
ー

カ
か

ー
ー

ド
ど

を持
も

っていますか。当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてくださ

い。 

 

  １ 持
も

っている 

  ２ 持
も

っていない 

 

 

問
とい

３４ 地震
じ し ん

や水害
すいがい

等
とう

の災害
さいがい

発生
はっせい

時
じ

に向
む

けた準
じゅん

備
び

に取
と

り組
く

んでいることはありますか。当
あ

てはまるものすべてに○
まる

をつけてください。 

 

  １ 居住地
きょじゅうち

の災害
さいがい

リスク
り す く

の確認
かくにん

 

  ２ 避難
ひ な ん

する場所
ば し ょ

の環境
かんきょう

確認
かくにん

 

  ３ 持
も

ち出
だ

し荷
に

物
もつ

の確認
かくにん

 

  ４ 支援者
しえんしゃ

との連絡
れんらく

方法
ほうほう

の確認
かくにん

 

  ５ 災害
さいがい

に関
かん

する情報源
じょうほうげん

の確保
か く ほ

 

  ６ 避難
ひ な ん

する場所
ば し ょ

への避難
ひ な ん

方法
ほうほう

の確保
か く ほ

 

  ７ 医
い

薬品
やくひん

や機材
き ざ い

（医療
いりょう

機器
き き

の電源
でんげん

等
とう

）等
とう

の備蓄
び ち く

 

  ８ 家
いえ

で避難
ひ な ん

生活
せいかつ

するための備蓄
び ち く

 

  ９ 地域
ち い き

の防災
ぼうさい

訓練
くんれん

への参加
さ ん か

 

  １０ 家具
か ぐ

の固定
こ て い

 

  １１ その他
た

 

  １２ 何
なに

もしていない 

 

 

 

 

  

（「１１ その他
た

」を選択
せんたく

した場合
ば あ い

、記入
きにゅう

してください。） 
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（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

問
とい

３５ 災害
さいがい

が発生
はっせい

した際
さい

、主
おも

に避難所
ひなんじょ

までの避難
ひ な ん

行動
こうどう

を支援
し え ん

する方
かた

は誰
だれ

ですか。当
あ

ては

まるもの１つに○
まる

をつけてください。 

 

１ 家族
か ぞ く

・親戚
しんせき

 

２ 知人
ち じ ん

、友人
ゆうじん

（近所
きんじょ

の人
ひと

や職場
しょくば

の同僚
どうりょう

等
とう

を含
ふく

む） 

  ３ 福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

事業所
じぎょうしょ

や福祉
ふ く し

施設
し せ つ

の職員
しょくいん

 

  ４ 学校
がっこう

、幼稚園
ようちえん

、保育
ほ い く

園
えん

の先生
せんせい

 

  ５ 区
く

役所
やくしょ

のケースワーカー
け ー す わ ー か ー

・保健師
ほ け ん し

など 

  ６ 障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

、患者会
かんじゃかい

、家族会
かぞくかい

 

  ７ 民生
みんせい

委員
い い ん

・児童
じ ど う

委員
い い ん

 

  ８ 町内会
ちょうないかい

などの自治
じ ち

組織
そ し き

 

  ９ 有償
ゆうしょう

ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

 

  １０ その他
た

 

  １１ 特
とく

にいない  ⇒（ア）もお答
こた

えください。 

 

 

 

 

 

（ア）【「１１ 特
とく

にいない」と答
こた

えた方
かた

】 

主
おも

な理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。当
あ

てはまるものすべてに○
まる

をつけてください。 

 

  １ 避難
ひ な ん

行動
こうどう

の支援
し え ん

は必要
ひつよう

だが、近
ちか

くに頼
たよ

れる人
ひと

がいないため 

  ２ 避難
ひ な ん

行動
こうどう

の支援
し え ん

は必要
ひつよう

だが、避難
ひ な ん

方法
ほうほう

を特
とく

に定
さだ

めていないため 

３ 障害
しょうがい

等
など

の性質上
せいしつじょう

、避難所
ひなんじょ

へ避難
ひ な ん

することができないため（電源
でんげん

の確保
か く ほ

が難
むず

しいな

ど） 

  ４ １人
ひ と り

で避難
ひ な ん

することが可能
か の う

なため 

  ５ 在宅
ざいたく

避難
ひ な ん

を想定
そうてい

しており、避難所
ひなんじょ

への避難
ひ な ん

を予定
よ て い

していないため 

  ６ その他
た

 

 

 

  

（「１０ その他
た

」を選択
せんたく

した場合
ば あ い

、記入
きにゅう

してください。） 

（「６ その他
た

」を選択
せんたく

した場合
ば あ い

、記入
きにゅう

してください。） 
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（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

問
とい

３６ 令
れい

和
わ

２年
ねん

以
い

降
こう

の新型
しんがた

コロナウイルス
こ ろ な う い る す

感染症
かんせんしょう

の流行
りゅうこう

に関連
かんれん

して、起
お

きたことや困
こま

ったことはありますか。当
あ

てはまるものすべてに○
まる

をつけてください。 

 

メンタルヘルス
め ん た る へ る す

 

１ 不安
ふ あ ん

を強
つよ

く感
かん

じた 

２ 落
お

ち着
つ

かない感
かん

じがしたり、いらいらしたりした 

３ 気分
き ぶ ん

が落
お

ち込
こ

んだ 

４ 眠
ねむ

ることができず睡眠
すいみん

時間
じ か ん

が減
へ

った 

感染
かんせん

対策
たいさく

 

５ 感染
かんせん

予防
よ ぼ う

対策
たいさく

（マスク
ま す く

の着用
ちゃくよう

や入手
にゅうしゅ

、手
て

洗
あら

い、消毒
しょうどく

、検温
けんおん

、

換気
か ん き

、距離
き ょ り

をとる等
とう

）に苦労
く ろ う

した 

６ 検査
け ん さ

やワクチン
わ く ち ん

を受
う

けるのに苦労
く ろ う

した 

７ 新型
しんがた

コロナウイルス
こ ろ な う い る す

感染症
かんせんしょう

の情報
じょうほう

を得
え

るのに苦労
く ろ う

した 

仕事
し ご と

 

８ 仕事
し ご と

を見
み

つけるのに苦労
く ろ う

した 

９ テレワーク
て れ わ ー く

をしたいが、テレワーク
て れ わ ー く

に適
てき

さない仕事
し ご と

に就
つ

いて

いる、あるいはテレワーク
て れ わ ー く

が認
みと

められない 

日
にっ

中
ちゅう

の過
す

ごし方
かた

 
１０ 日中

にっちゅう

を過
す

ごす場
ば

所
しょ

に困
こま

った（通所先
つうしょさき

が閉所
へいしょ

された等
とう

） 

１１ 外出
がいしゅつ

の頻度
ひ ん ど

が少
すく

なくなった 

医療
いりょう

・福祉
ふ く し

 

１２ 治療
ちりょう

やリハビリ
り は び り

が中止
ちゅうし

や延期
え ん き

になった 

１３ 福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

の利用
り よ う

ができなかった／しづらくなった 

１４ 補助
ほ じ ょ

金
きん

申請
しんせい

等
とう

の行
ぎょう

政
せい

手
て

続
つづ

きが難
むずか

しくて苦
く

労
ろう

した 

オンライン化
お ん ら い ん か

 

１５ オンライン化
お ん ら い ん か

（インターネット
い ん た ー ね っ と

での会議
か い ぎ

、オンライン
お ん ら い ん

面会
めんかい

、

オンラインショッピング
お ん ら い ん し ょ っ ぴ ん ぐ

、電子
で ん し

決済
けっさい

、オンライン
お ん ら い ん

による行
ぎょう

政
せい

手
て

続
つづ

き等
など

）が普及
ふきゅう

して戸
と

惑
まど

うことが増
ふ

え苦
く

労
ろう

した 

配慮
はいりょ

・人権
じんけん

 １６ 障害
しょうがい

に配慮
はいりょ

してもらえないと感
かん

じることが増
ふ

えた 

家族
か ぞ く

 

１７ 家族
か ぞ く

が介護
か い ご

の負担
ふ た ん

が増
ふ

える等
とう

により仕事
し ご と

に行
い

けなくなっ

た 

１８ 家族
か ぞ く

・親戚
しんせき

・友人
ゆうじん

などに会
あ

う機
き

会
かい

が減
へ

った 

１９ 家族
か ぞ く

とのいさかいが増
ふ

えたり、居
い

場
ば

所
しょ

がないと感
かん

じたりす

ることが増
ふ

えた 

コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

 
２０ 他者

た し ゃ

がマスク
ま す く

をしていると顔
かお

や会話
か い わ

がわかりにくく苦労
く ろ う

した 

家計
か け い

 ２１ 経済的
けいざいてき

に苦
くる

しくなった 

その他
た

 ２２ その他
た

 

 

 

 

 

（「２２ その他
た

」を選択
せんたく

した場合
ば あ い

、記入
きにゅう

してください。） 
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（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

問
とい

３７ あなた（調査
ちょうさ

の対象
たいしょう

となる方
かた

）は、障害
しょうがい

のことなどの悩
なや

みや心配
しんぱい

ごと、また福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

に関
かん

する情
じょう

報
ほう

を知
し

りたいとき、どのようなところに相談
そうだん

されますか。下記
か き

の１～１４までのうち、主
おも

なものを３つまで○
まる

をつけてください。 

 

  １ 保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

センター
せ ん た ー

、更生
こうせい

相談所
そうだんじょ

、発達
はったつ

相談所
そうだんしょ

など市
し

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

 

  ２ 障害
しょうがい

のある市民
し み ん

の団体
だんたい

 

  ３ 民生
みんせい

委員
い い ん

・児童
じ ど う

委員
い い ん

 

  ４ 障害者
しょうがいしゃ

相談員
そうだんいん

 

  ５ 通所
つうしょ

・入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

職員
しょくいん

 

  ６ 障害者
しょうがいしゃ

地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

 

  ７ 指定
し て い

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

 

  ８ ホームヘルパー
ほ ー む へ る ぱ ー

 

  ９ ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

 

  １０ 学校
がっこう

・会社
かいしゃ

 

  １１ 医療
いりょう

機関
き か ん

 

  １２ 家族
か ぞ く

・知
し

り合
あ

いの人
ひと

 

  １３ 相談
そうだん

したいができない  ⇒ （ア）もお答
こた

えください。 

  １４ その他
た

 

 

 

 

 

 

 （ア）【「１３ 相談
そうだん

したいができない」と答
こた

えた方
かた

】 

   相談
そうだん

できない理由
り ゆ う

は何
なん

ですか。当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

 

   １ どこ（誰
だれ

）に相談
そうだん

していいかわからない 

   ２ 身近
み ぢ か

なところに相談
そうだん

できるところがない 

   ３ 相談
そうだん

しても満足
まんぞく

のいく回答
かいとう

がもらえない 

   ４ プライバシー
ぷ ら い ば し ー

保護
ほ ご

に不安
ふ あ ん

がある 

   ５ 夜間
や か ん

や休日
きゅうじつ

などに相談
そうだん

できるところがない 

   ６ その他
た

 

 

 

 

 

 

  

（「１４ その他
た

」を選択
せんたく

した場合
ば あ い

、記入
きにゅう

してください。） 

（「６ その他
た

」を選択
せんたく

した場合
ば あ い

、記入
きにゅう

してください。） 
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（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

問
とい

３８ あなた（調査
ちょうさ

の対象
たいしょう

となる方
かた

）は、自宅
じ た く

や地域
ち い き

で生活
せいかつ

するためには、どのような

条件
じょうけん

が必要
ひつよう

だと思
おも

いますか。下記
か き

の１～１４までのうち、主
おも

なものを５つまで○
まる

を

つけてください。 

 

１ 介護
か い ご

、家事
か じ

の手伝い
て つ だ い

を頼
たの

める人
ひと

がいる（サービス
さ ー び す

がある）こと 

２ 家族
か ぞ く

の負担
ふ た ん

を減
へ

らす 介
かいご

護や身
み

の回
まわ

りの世話
せ わ

を頼
たの

める人
ひと

がいる（サービス
さ ー び す

がある）

こと 

３ 介護
か い ご

や訓練
くんれん

を受
う

けるため施設
し せ つ

に通
かよ

えること 

４ 施設
し せ つ

で働
はたら

けること 

５ 短期
た ん き

入所
にゅうしょ

など緊急
きんきゅう

時
じ

に宿泊
しゅくはく

できるところがあること 

６ 外出
がいしゅつ

の介助
かいじょ

を頼
たの

める人
ひと

がいる（サービス
さ ー び す

がある）こと 

７ 主治医
し ゅ じ い

や医療
いりょう

機関
き か ん

が近
ちか

くにあること 

８ 仕事
し ご と

があること 

９ 住
す

まいがあること 

１０ グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

などの仲間
な か ま

や共同
きょうどう

生活
せいかつ

できる場
ば

があること 

１１ 単身
たんしん

で生活
せいかつ

できる住
す

まいがあること 

１２ 単身
たんしん

生活
せいかつ

に移行
い こ う

するための体験
たいけん

があること 

１３ 緊急
きんきゅう

時
じ

に早期
そ う き

に支援
し え ん

してくれる人
ひと

がいること 

１４ 地域
ち い き

で何
なん

でも相談
そうだん

できる相談員
そうだんいん

や相談窓口
まどぐち

があること 

１５ 夜間
や か ん

・早朝
そうちょう

・休日
きゅうじつ

に相談
そうだん

できる窓口
まどぐち

があること 

１６ スーパー
す ー ぱ ー

や銀行
ぎんこう

などの生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な機関
き か ん

が近
ちか

くにあること 

１７ その他
た

 

１８ 特
とく

にない 

 

  
（「１７ その他

た

」を選択
せんたく

した場合
ば あ い

、記入
きにゅう

してください。） 
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（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

問
とい

３９ あなた（調査
ちょうさ

の対象
たいしょう

となる方
かた

）は、店
みせ

で物
もの

を購入
こうにゅう

したりサービス
さ ー び す

を受けたり
う け た り

し

たときなどに、障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とした差
さ

別
べつ

的
てき

な取
とり

扱
あつ

いを受
う

けたことがありますか。当
あ

て

はまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

 ※ 「差別的
さ べ つて き

な取
とり

扱
あつ

い」とは、障害
しょうがい

を理由
り ゆ う

としてサービス
さ ー び す

の提供
ていきょう

を拒否
き ょ ひ

すること、提供
ていきょう

に当
あ

たって

場
ばしょ

所や時間帯
じ か んた い

などを制限
せいげん

すること、障害
しょうがい

のある人
ひと

にだけ条件
じょうけん

を付
つ

けることなどを言
い

います。 

 

  １ 差別的
さべつてき

な取扱
とりあつ

いを受
う

けたことがある  ⇒ （ア）もお答
こた

えください。 

  ２ 差別的
さべつてき

な取扱
とりあつ

いを受
う

けたことはない 

  ３ わからない 

 

 （ア）【「１ 差別的
さべつてき

な取扱
とりあつ

いを受
う

けたことがある」と答
こた

えた方
かた

】 

   具体的
ぐたいてき

にどのような取扱
とりあつ

いを受
う

けたか記入
きにゅう

してください。 

 

 

 

 

 

 

問
とい

４０ 店
みせ

や公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
き か ん

、金融
きんゆう

機関
き か ん

、病院
びょういん

、行政
ぎょうせい

機関
き か ん

の窓口
まどぐち

などで受
う

けた手
て

助
だす

けや配慮
はいりょ

等
とう

で、助
たす

かった、うれしかった手助け
て だ す け

、配慮
はいりょ

等
とう

はありますか。当
あ

てはまるもの１つ

に○
まる

をつけてください。 

 

  １ ある ⇒ （ア）もお答
こた

えください。 

  ２ ない 

  ３ わからない 

 

 （ア）【「１ ある」と答
こた

えた方
かた

】 

具
ぐ

体
たい

的
てき

にどのような手
て

助
だす

けや配
はい

慮
りょ

を受
う

けたか記
き

入
にゅう

してください。 
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（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

問
とい

４１ あなた（調査
ちょうさ

の対象
たいしょう

となる方
かた

）は、障害者
しょうがいしゃ

としての経験
けいけん

を活
い

かしながら、他
た

の

障害
しょうがい

や疾病
しっぺい

のある障害者
しょうがいしゃ

のための支
し

援
えん

を行
おこな

う「ピ
ぴ

ア
あ

サ
さ

ポ
ぽ

ー
ー

タ
た

ー
ー

」としての活
かつ

動
どう

を

していますか。当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

 

  １ 活動
かつどう

している 

  ２ 活動
かつどう

していない ⇒ （ア）もお答
こた

えください。 

 

（ア）【「２ 活動
かつどう

していない」と答
こた

えた方
かた

】 

今後
こ ん ご

、ピアサポーター
ぴ あ さ ぽ ー た ー

として活動
かつどう

したいと思
おも

いますか。当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつ

けてください。 

 

  １ 活動
かつどう

したい 

  ２ 活動
かつどう

したくない 

 

 

問
とい

４２ あなた（調査
ちょうさ

の対象
たいしょう

となる方
かた

）は、今後
こ ん ご

、ピアサポーター
ぴ あ さ ぽ ー た ー

からの支援
し え ん

を受
う

けたい

と思
おも

いますか。当
あ

てはまるもの１つに○
まる

をつけてください。 

 

  １ 支援
し え ん

を受
う

けたい  ⇒ （ア）もお答
こた

えください。 

  ２ 支援
し え ん

を受
う

けたくない 

 

（ア）【「１ 支援
し え ん

を受
う

けたい」と答
こた

えた方
かた

】 

どのような活動
かつどう

にピアサポーター
ぴ あ さ ぽ ー た ー

が必要
ひつよう

だと思
おも

いますか。当
あ

てはまるものすべてに○
まる

をつけてください。 

  

 １ 障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

事業所
じぎょうしょ

等
とう

で利用者
りようしゃ

を指導
し ど う

する指導員
しどういん

など、福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

事業所
じぎょうしょ

、

医療
いりょう

機関
き か ん

、行政
ぎょうせい

機関
き か ん

などで働
はたら

く職
しょく

員
いん

（ピアスタッフ
ぴ あ す た っ ふ

） 

 

 

 

 

  ２ 生活上
せいかつじょう

の相談
そうだん

や就労
しゅうろう

に関
かん

する相
そう

談
だん

を受
う

ける活
かつ

動
どう

（ピアカウンセリング
ぴ あ か う ん せ り ん ぐ

） 

  ３ 自宅
じ た く

を訪問
ほうもん

し支援
し え ん

を行
おこな

う活
かつ

動
どう

（ピアヘルパー
ぴ あ へ る ぱ ー

） 

  ４ 病院
びょういん

を訪問
ほうもん

し退院支援
し え ん

を行
おこな

う活動
かつどう

（地域
ち い き

移行
い こ う

推進員
すいしんいん

） 

  ５ 自助
じ じ ょ

グループ
ぐ る ー ぷ

など、グループ
ぐ る ー ぷ

で相談
そうだん

をしたり、相互
そ う ご

理解
り か い

や支援
し え ん

をし合
あ

う、自主的
じしゅてき

なグループ
ぐ る ー ぷ

活動
かつどう

 

  ６ 学校
がっこう

や学会
がっかい

、勉強会
べんきょうかい

などで自身
じ し ん

の体験
たいけん

を語
かた

る講
こう

演
えん

活
かつ

動
どう

 

  ７ その他
た

 

 

 

（活動先
か つ ど う さ き

が「障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

」の場合
ば あ い

、サービス
さ ー び す

の種類
し ゅ る い

を記入
き に ゅ う

してください。）

【
（

例
れ い

】
）

就労
しゅうろう

継続
け い ぞ く

支援
し え ん

Ｂ型
ｂ が た

、計画
け い か く

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

 など 

 

（「７ その他
た

」を選択
せんたく

した場合
ば あ い

、記入
きにゅう

してください。） 
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（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

問
とい

４３ あなた（調査
ちょうさ

の対象
たいしょう

となる方
かた

）が感
かん

じている生活
せいかつ

のしづらさ、困
こま

っていること等
とう

がありましたら、ご自
じ

由
ゆう

に記入
きにゅう

してください。 

 

 

 

 

質問
しつもん

はこれで終
お

わりです。 

長時間
ちょうじかん

、調査
ちょうさ

に御協力
ごきょうりょく

いただきありがとうございました。 
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（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

 

  



（京都市
き ょ う と し

障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

） 

 
 

 

 

○ ワクチン
わ く ち ん

による「感染
かんせん

」や「重症化
じゅうしょうか

」を防ぐ
ふ せ ぐ

効果
こ う か

は時間
じ か ん

と共
とも

に低下
て い か

します。 

若
わか

い人
ひと

でも、新型
しんがた

コロナ
こ ろ な

に感染
かんせん

し、重症化
じゅうしょうか

する方
かた

や後遺症
こういしょう

が長
なが

く続
つづ

く方
かた

もいま

す。現在
げんざい

実施
じ っ し

されているオミクロン
お み く ろ ん

株
かぶ

対応
たいおう

ワクチン
わ く ち ん

の追加
つ い か

接種
せっしゅ

（３～５回
かい

目
め

）に

は、従来
じゅうらい

のワクチン
わ く ち ん

を上回る
うわまわる

重症化
じゅうしょうか

予防
よ ぼ う

効果
こ う か

に加え
く わ え

、感染
かんせん

や発症
はっしょう

を予防
よ ぼ う

する

効果
こ う か

、今後
こ ん ご

の変
へん

異株
い か ぶ

への効果
こ う か

が期待
き た い

されています。（従来
じゅうらい

のワクチン
わ く ち ん

による１・２

回
かい

目
め

接
せっ

種
しゅ

も実施中
じっしちゅう

） 

○ オミクロン
お み く ろ ん

株
かぶ

対応
たいおう

ワクチン
わ く ち ん

の接種
せっしゅ

は１度
い ち ど

限
かぎ

りです。（オミクロン
お み く ろ ん

株
かぶ

対応
たいおう

ワクチン
わ く ち ん

を接種
せっしゅ

された方
かた

は、次回
じ か い

以降
い こ う

の接種券
せっしゅけん

をお届
とど

けしません。） 
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